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開会 午前 ８時５７分

◎開会・開議の宣告

〇委員長（齋藤雅文君） おはようございます。ただいまの委員数は８名であります。定

足数に達しておりますので、直ちに予算審査特別委員会を開きます。

これより平成３０年度幌加内町各会計予算の審議を行いますが、審議に先立ちまして一

言ご挨拶を申し上げます。委員各位並びに説明員の皆様におかれましては、朝早くからご

出席をいただき、厚くお礼を申し上げます。さきの本会議におきまして予算審査特別委員

会が設置され、私が委員長として重責を担うこととなりました。昨年から町議会の新たな

取り組みといたしまして、開かれた議会を目指すため、広く町民の皆様に傍聴いただける

よう予算審査別委員会を議場で開催することとしておりますので、よろしくお願いをいた

します。議会は議会の立場で広く客観的に、町民の負託に応えられるよう、政策の内容、

費用対効果等、十分に論議を重ねてまいりたいと思います。能率的かつ効果的な委員会運

営がなされますよう委員各位のご理解と皆様のご協力をお願いいたしまして、ご挨拶とい

たします。

◎議案第１１号～議案第１７号

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、これから付託を受けました議案第１１号から議案第

１７号までの平成３０年度各会計予算の件を議題といたします。

審議に入る前に、特別委員会の運営方法について説明させます。

〇事務局長（宮田直樹君） （予算審査特別委員会運営方法朗読、記載省略）

〇委員長（齋藤雅文君） 以上で説明を終わります。

お諮りします。以上の審査方法により直ちに審査を行いたいと思います。これにご異議

ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 異議なしと認め、そのように取り進めることといたします。

暫時休憩いたします。

休憩 午前 ９時０２分

再開 午前 ９時０４分

〇委員長（齋藤雅文君） これから審査に入ります。

説明員の皆様に申し上げます。今ほども説明がありましたように、新規の部分、昨年と

変わる部分を中心に説明を行っていただき、説明は簡潔明瞭にお願いいたします。

早速会議に入ります。

これから議案第１１号 平成３０年度幌加内町一般会計予算の説明及び質疑を行います。

歳出の１款議会費、２款総務費を一括して審査を行います。
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説明を願います。

総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） それでは、総務関係の歳出について説明させていただきます。

予算書の７３ページ、７４ページをお願いいたします。１款１項１目議会費、本年度３，

７７０万９，０００円、１４万５，０００円の増額となってございます。主な内容ですけ

れども、３節職員手当、議員期末手当、これにつきましては前年に比べ１６万８，０００

円の増額となってございます。支給割合が４．３月分から４．４月分へ変更になったもの

でございます。この目については以上でございます。

次のページ、７５ページ、７６ページをお願いいたします。２款１項１目一般管理費、

本年度６，８２２万７，０００円、５０９万７，０００円の増額となってございます。こ

れにつきましては、４節共済費、社会保険料、ここにつきまして３２５万円の増額となっ

てございます。内容につきましては、予算段階でありますけれども、臨時職員１名分と地

域おこし協力隊８名分が前年よりふえたため増額となってございます。続きまして、９節

旅費、自治研修旅費におきまして１０５万２，０００円の増額となってございます。これ

につきましては、職員の研修でありますけれども、自治大学校へ１名増員分と、あと専門

研修の部分でふえたことにより増額となってございます。このページについては以上でご

ざいます。次のページをお願いいたします。７７ページ、７８ページをお願いいたします。

中ほど、備品購入費の中で一般備品購入費３４８万７，０００円となりますけれども、こ

れにつきましては自動体外式除細動器、いわゆるＡＥＤを７台購入するため増額となって

ございます。各小中学校、それから役場、アルク、ルオントに設置予定となってございま

す。続きまして、１９節の２段目、上川町村会負担金、これにつきましては前年対比４９

万７，０００円の増額となってございます。これにつきましては、上川町村会の事務局職

員を１名増にする予定ということで、その分の負担が増額となってきてございます。この

ページについては以上でございます。

次のページをお願いいたします。７９ページ、８０ページをお願いいたします。３目文

書広報費、本年度２２８万３，０００円、５７３万９，０００円の減額でございます。減

額の主な要因といたしましては、昨年広報縮刷版、１２０周年を記念してつくりましたけ

れども、これの減額といたしまして２４７万４，０００円、それからホームページの更新

費について２３７万６，０００円がありましたので、これがなくなったため大きな減額と

なってございます。この目については以上でございます。

次、４目財政管理事務運営費、本年度１，４５１万６，０００円、１９万６，０００円

の減額となってございます。ここにつきましては、ふるさと納税にかかわる経費の計上と

なってございます。内容的には特にございません。

次のページをお願いいたします。８１ページ、８２ページをお願いいたします。５目財

産管理費、本年度２，６７６万２，０００円、５９２万１，０００円の減額となってござ

います。ここの中では、昨年工事費におきまして沼牛賃貸住宅内の道路排水工事、それか
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ら旧幌加内高校の物置の撤去があったため、大きな減額となってございます。今年度につ

きましては、１４節使用料及び賃借料の中で二酸化炭素排出抑制整備機器借り上げ料７８

７万２，０００円が増額となってございます。これにつきましては、ＣＯ２削減のための

補助事業を行っておりますけれども、民間事業者が工事をした後、町がリースをして進め

るものとなってございます。学校を含め１１施設の部分となってございます。このリース

料につきましては、予算上は一応１年分を計上してございますけれども、工事の進みぐあ

いによっては若干変更する予定となってございます。続きまして、１８節備品購入費、公

用車購入費につきましては、企画振興課の車１台を更新する予定となってございます。

続きまして、６目基金積立金、本年度６２４万７，０００円、４，８８７万６，０００

円の減額となってございます。次のページをお願いいたします。減額の要因といたしまし

ては、地籍整備基金におきまして３，１００万円の減額、それからそば産地活性化振興基

金におきまして２，３００万円の減額となってございます。これらにつきましては、過疎

ソフトの充当財源としておりますけれども、当初からの計画によりこのような減額となっ

てございます。

続きまして、７目支所及び出張所費、本年度２２０万６，０００円、１１万１，０００

円の減額となってございます。この目については特にございません。

次のページをお願いいたします。８５ページ、８６ページをお願いいたします。９目地

域振興費、本年度３，６９５万１，０００円、２５万６，０００円の減額となってござい

ます。この目につきましては、地域振興室、それから住民課と総務課となってございます。

総務課につきましては、自治区、それから簡易郵便局にかかわるものを計上してございま

すけれども、前年度と同額となり、大きな変更はございません。

次、１０目地域情報通信費、本年度９，６２４万３，０００円、７，９３２万２，００

０円の増額となってございます。次のページをお願いいたします。増の大きな要因であり

ますけれども、１３節委託料のＩＰ告知端末機更新業務委託料、施政方針等でも述べてお

りますけれども、各家庭にありますＩＰ端末機の更新年度を迎えましたので、本年度新た

な機器を購入する予定となっております。なお、予算につきましては全家庭の機器を更新

するということで計上してございますけれども、今後個人のスマホ、タブレットが使えな

いか、それから道内１５自治体が同様に更新時期を迎えておりますので、そういったとこ

ろと共同で安価にできないかという検討もこれから行いますので、正式に決定したときに

また新たな経費等が確定するものとなっております。

次、１１目総合行政情報システム費、本年度５，４８７万３，０００円、１，６４６万

６，０００円の増額となってございます。増額の要因でありますけれども、１３節委託料

の個別業務システム導入業務委託料１，６３０万８，０００円の増となってございます。

これにつきましては、戸籍システムの機器の更新、それに伴い、システムの構築にかかわ

る増額となってございます。この目は以上でございます。

続きまして、９１ページ、９２ページをお願いいたします。２項１目税務総務費、本年
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度１６０万５，２００円、９万４，０００円の減額でございます。ここにつきましては特

にございません。

次のページをお願いいたします。４項１目選挙管理委員会費、本年度４７万９，０００

円、６万９，０００円の増額であります。この目も特にございません。

２目知事、道議会議員選挙費、本年度２８４万９，０００円、同額の増額、皆増となっ

てございます。これにつきましては、平成３１年４月に執行予定の知事、道議選挙にかか

わる経費となってございます。それのうち３１年の３月にかかわる経費を計上してござい

ます。主にポスター掲示、それから期日前投票の経費となってございます。この目につい

ては以上でございます。

次のページ、９５ページ、９６ページをお願いいたします。５項１目諸統計調査費、本

年１５万７，０００円、９万３，０００円の増額でございます。今年度につきましては、

住宅・土地統計にかかわるものが主なものとなってございます。このページについては以

上でございます。

次のページ、９７ページ、９８ページをお願いいたします。６項１目監査委員費、本年

度１２４万１，０００円、前年対比０円となってございます。この目についても以上でご

ざいます。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

これから質疑に入ります。委員各位に申し上げます。質疑は簡潔明瞭に、また一問一答

になるようお願いいたします。

それでは、事項別明細書７３ページから質疑を受けます。７３ページ、７４ページ、質

疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７５ページ、７６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７７ページ、７８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７９ページ、８０ページ、質疑ありませんか。

小関委員。

〇５番（小関和明君） ８０ページのところで負担金、補助及び交付金の科目の中で民間

賃貸住宅建設事業補助金ということで２，０００万の予算がつけられていますけれども…

…

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室のほう。

〇５番（小関和明君） わかりました。

〇委員長（齋藤雅文君） ７７ページ、７８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）
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〇委員長（齋藤雅文君） ７９ページ、８０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８１ページ、８２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８３ページ、８４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８５ページ、８６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８７ページ、８８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９１ページ、９２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９３ページ、９４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９５ページ、９６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９７ページ、９８ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １款、２款全般について質疑を受けます。質疑ありませんか。

小関委員。

〇５番（小関和明君） ８８ページ、今ほど説明いただいたのですけれども、ＩＰ告知端

末機更新業務委託料ということで予算計上されていますけれども、実際のこの推進状況、

今年度この予算を計上するに当たっての経緯を説明いただきたい。

〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） ＩＰ告知の更新業務委託料ということなのですけれども、こ

れにつきましては現在使われておりますのが２３年度の４月から運用されておりまして、

７年が経過してございます。機器の更新、補修に当たりましてはそれぞれメーカーに依頼

しているところなのですけれども、基本的にはサーバー、それから端末機については５年

から７年のメーカー保証がつくというようなことになっておりまして、今入っているもの

につきましては、メーカー側から故障した場合に新たに補給できる部品がないということ

で言われております。それに伴いまして更新をするということで、サービス的には現状の

サービス、音声放送、それから画面、そういったサービスを維持したいというふうに考え

てございます。

そういった中で、あとスマートフォン、それから個人が持っているタブレット等にも配

信ができないかというようなことで今検討しているところでございます。各家庭の子機を

なくして、そういった個々のスマートフォン等に情報を発信して、子機を減らすことによ
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って経費も節減できないか、それから先ほども申し上げましたけれども、道内におきまし

て同じように更新機器を買うところが１５自治体ありまして、そういったところと協議会

をつくりまして共同購入、共同で構築できないかというところも今、決定はしておりませ

んけれども、検討している段階でございます。そういったことによりまして、サーバー等

を共同で購入することによって安価にできないかというようなことも検討しているところ

でございます。現在のところまだ検討段階のことが多いのですけれども、予算上は現状の

台数を維持するというようなことで、最大限といいましょうか、多目に見ておりますけれ

ども、そういった方向性が決まったときにはこれよりは下がっていくのではないかという

ようなことで現在のところ考えているところでございます。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに全般について質疑ありませんか。

〇２番（中村雅義君） 関連なのですが、町長の施政方針の中で防災の部分の中で気象情

報やらＪアラート、その部分もＩＰの部分に含まれているということなのですか。

〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） 後ほどもちょっとあるのですけれども、防災関係とＩＰの関

係なのですけれども、気象情報、警報出た場合、それから例えば北朝鮮のミサイルがあっ

た場合についてはまず国からＪアラートという全国緊急通報システムというのがありまし

て、それがまず町に入りまして、それからうちの場合は各家庭のＩＰ子機端末に流れるよ

うになってございます。気象情報については、まだ試行している段階で、全部流している

という状況ではありませんけれども、ミサイル関係につきましては昨年から国の情報発信

したと同時に各家庭に流れるようにシステムを組んでいるところでございます。後ほども

若干ありますけれども、それのＪアラートに関する機器につきましても経過年数が７年た

ちましたので、今回更新するということで計上させていただいております。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに全般について質疑ありますか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １款、２款の質疑を終わらせていただきます。

それでは次に、９款消防費の説明をお願いいたします。

総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） それでは、１５３ページ、１５４ページをお願いいたします。

９款１項１目消防総務費１億５，０７０万円、５５４万９，０００円の増額であります。

負担金、深川地区消防組合負担金となってございます。これの増額の主な要因でございま

すけれども、消防の機器であります空気呼吸器４台、それから空気ボンベ１８本、それか

ら救急車に積んでおりますＡＥＤの購入、これに伴います経費が３８５万４，０００円で

あります。それが大きな要因となってございます。

続きまして、２目災害対策費、本年度７４１万４，０００円、比較５２７万５，０００
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円の増額となってございます。ここにつきまして災害にかかわる経費を計上してございま

すけれども、本年につきましては１３節委託料の中の洪水ハザードマップ作成業務委託料

といたしまして２３０万２，０００円の増額、それから先ほどありましたＪアラート新型

受信機更新業務委託料といたしまして３２６万２，０００円の増額となってございます。

ハザードマップにつきましては、現在つくっておりますハザードマップにつきましては１

００年に１度の洪水というようなことで国のほうで示されたデータで作成しておりますけ

れども、昨年国のほうで１，０００年に１度の洪水予想というのを出しておりまして、そ

れにあわせてまた本町のほうも洪水区域等を変えて作成するという予定をしているところ

でございます。Ｊアラートの受信機更新につきましては、先ほど申し上げましたとおり、

経過年数が過ぎたということで更新するものでありまして、またこれにつきましては財源

は起債で賄うということで計画しているところでございます。

９款については以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） 消防費について説明が終わりました。

１５３ページ、１５４ページ、質疑ありませんか。

中村委員。

〇２番（中村雅義君） 町長にちょっとお聞きしたいのですが、深川地区消防組合の部分

で、とりあえず６区に変わったという部分の中で、この事務組合の移管というか移動、ど

の程度進んで、どういうふうになっているか。それから、それにかかわる次の事務組合に

移行するための予算化されていないのですが、そこら辺ちょっとお聞きしたいと思います。

〇委員長（齋藤雅文君） 町長。

〇町長（細川雅弘君） お答えいたします。

私どもが空知から上川に移管したということで、丸８年がたとうとしております。その

間いろんな事務関係、徐々に上川に移管しているというということで、昨年は選挙区、そ

して今年からは厚生労働の窓口も変わるということで、行政事務に関して２３年からは警

察業務が指令室になったということで、消防に関しては警察業務と表裏一体なものではな

いかということで、これは移管当時から、深川地区消防組合は時間はかかるけれども、い

ずれは上川のほうに移管させていただくと、こういった案件でございます。そういった中

で、私どもとしてはそろそろ移管の機は熟したという形で、一昨年から深川地区消防組合

にアクションを起こしています。そして、昨年は文書による申し出ということで、構成し

ておりますほかの私どもを除いた１市４町に対しまして文書で申し入れをしたところでご

ざいます。正直深川市を除いた４町につきましては、私どもの事情を十分理解していただ

いて、移管しても何ら差し支えない、快く送り出していただけると、こういった返事をい

ただいておりますが、開設者であります深川市、ここは財政上の問題、あるいはいろんな

要素も含めて少し慎重にならざるを得ないという回答をいただいているところでございま

す。

法律上は、こちらから一方的に申し出て、そこで動きがなければ２年後には自動的に移
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管できるといった、そういった法的なシステムにはなっておりますが、その手法によりま

すとどちらかというと円満に脱会はできないという形になるのですが、やはりここは円満

に脱会をしたいというふうに考えております。昨年文書で申し入れということの文書をや

りました。この３月の下旬にまた、組合の議会が終わった後、北空知圏域の話し合いが持

たれます。私どももこのままではいけないというふうに感じておりますので、その会議の

場面において私は正式にまた文書をもって申し入れをしたいと、こういった表明をする覚

悟でその会議に臨んでいきたい。そして、最短で３１年度からは移管できるようにどうか

お願いをしたいということで申し入れをする予定でございます。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに１５３ページ、１５４ページ、消防費について質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９款の質疑を終わらせていただきます。

では次に、１２款公債費、１３款諸支出金、１４款職員費、１５款予備費を一括して審

査を行います。

説明を願います。

総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） それでは、１８５ページ、１８６ページをお願いいたします。

１２款１項１目元金４億９８０万６，０００円、４６６万４，０００円の減額となってご

ざいます。

次、２目利子２，７１１万１，０００円、４０５万円の減額となってございます。内容

につきましては、副町長の概要説明のとおりとなってございます。なお、予算書の後ろ、

２０１ページに年度末の見込み調書をつけておりますので、後ほどお目通しをいただきた

いと思います。

次のページお願いいたします。１３款１項１目土地取得費、本年度１００万円、前年同

額となってございます。特にございません。

次のページをお願いいたします。１８９ページ、１９０ページをお願いいたします。１

４款１項１目職員給与費、本年度６億５，２６１万２，０００円、１，８９４万８，００

０円の増額となってございます。

これらの内容でありますけれども、１９４ページをお開きください。ここに職員給与費

の給与、それから職員手当の内訳として掲載してございます。職員給与については、総括

の上でありますけれども、給料につきまして５９６万１，０００円の増額、手当につきま

しては全体で７３５万４，０００円の増額、共済費は４５２万４，０００円の増額となっ

てございます。これらの主な要因でありますけれども、それにつきましてはその後ろ、１

９５ページをお願いいたします。１９５ページに給与の増減の要因が書いてございます。

この中で給与改定に伴う増額分ということで、これにつきましては給料ベースアップ等ご
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ざいましたので、それに伴う増額といたしまして３２０万１，０００円でございます。そ

れから、昇格、昇給に伴う増額分といたしまして３４５万８，０００円となってございま

す。その他の要因といたしましてマイナス６９万８，０００円でありますけれども、これ

につきましては退職、採用にかかわる増減となってございます。次に、職員手当につきま

しては７３５万４，０００円の増額でありますけれども、１つ目といたしましては期末、

勤勉手当が４．３カ月分から４．４カ月分に変更になったことに伴いまして２６３万７，

０００円の増額となっております。その他の増額分といたしまして４７１万７，０００円

でありますけれども、これにつきましては管理職へ異動、それらに伴いまして管理職手当

の増、それから時間外手当の減というようなことでそれぞれ原因となっているでございま

す。職員費については以上でございます。

戻っていただきまして、１９１ページ、１９２ページをお願いいたします。１５款１項

１目予備費、本年度５００万円、前年同額となってございます。ここについても特に説明

はございません。

以上で説明を終わります。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

事項別明細書１８５ページから質疑を受けます。１８５ページ、１８６ページ、質疑あ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １８７ページ、１８８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １８９ページ、１９０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １９１ページ、１９２ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２款から１５款全般について質疑を受けます。質疑ありませ

んか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これで１２款から１５款までに関する質疑を終わらせていただ

きます。

以上で総務課所管の質疑を終わります。

暫時休憩いたします。

休憩 午前 ９時３７分

再開 午前 ９時３９分

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じまして審査を続けます。
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地域振興室所管の２款総務費の説明をお願いいたします。

地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） それでは、地域振興室分の歳出の予算説明をさせていた

だきます。

２目企画費になります。７７ページごらんください。７７ページ、７８ページに参りま

す。２目企画費、本年度予算６，１４８万９，０００円、前年対比６１６万８，０００円

の減となっております。この大まかな理由としましては、平成２９年度、１２０周年関係

の事業費がありました。その中で消耗品が１５０万円の減額、食糧費が２５０万円の減額、

印刷費が８６万円の減額ということで、この辺の予算の減が主な要因でございます。それ

では、１節のほうからご説明申し上げます。１節報酬１１万円でございますけれども、こ

れにつきましては特に説明するところはございません。続きまして、旅費６２万４，００

０円ですが、費用弁償につきましては１節報酬に係る費用弁償となっております。旅費、

普通旅費、特別旅費につきましても特に説明することはございません。続きまして、１１

節需用費でございます。需用費につきましては、これはお試し住宅並びにほろみん号の経

費がほとんどでございます。１つずつの説明は特にありませんけれども、主なものとしま

しては燃料費９７万４，０００円ありますが、このうちの９４万９，０００円はほろみん

号の燃料費ということになってございます。次のページ、ご参照いただきたいと思います。

７９ページ、８０ページになります。前ページからの需用費のうちの修繕料、これも特に

ございません。１２節になります。役務費２万円ですが、これも特に説明するところはご

ざいません。１３節委託料につきましては、これも記載のとおりでございます。ほぼ前年

同様でございますので、説明するところはございません。１４節使用料及び賃借料につき

ましてですが、車借り上げ料１０３万７，０００円ですけれども、これはほろみん号のリ

ース代でございます。国有地借り上げ料３，０００円ですが、これは雨竜川第３鉄橋、そ

の周辺に係る国有地の借り上げ料でございます。１９節負担金、補助及び交付金でござい

ますが、これの一番上の全国山村振興連盟負担金４万５，０００円から１０件、宗谷本線

活性化推進協議会負担金、ここまでにつきましては前年同様でございますので、説明する

ことはございません。その次、天塩川治水促進期成会負担金、その次、旭川空港利用拡大

期成会負担金、４，０００円と１万円でございますけれども、これにつきましては３０年

度から新規に発生ということで、３０年度からそれぞれの期成会のほうに加わるというこ

とで発生するものでございます。その下、企業立地促進補助金につきましては、平成２４

年度に１件発生しております利子補給でございます。ちなみに、３１年度までの利子補給

ということで確約してございます。その下３つ、夢・人・郷と、あと民間賃貸住宅、諸会

議負担金、これにつきましては前年同様ということで、特に説明することはございません。

２目につきましては以上とさせていただきます。

続きまして、２款１項５目財産管理費になります。８１ページ、８２ページお願いいた

します。財産管理費のうち地域振興室所管分として説明させていただきますけれども、こ
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の中で説明することについては１８節備品購入費ということでございます。公用車１台買

いかえるということで、購入２３０万円を予定しております。現在の地域振興室、プロボ

ックスでございますが、平成１７年購入ということで、２７万３，９００キロを超えてい

るということでございます。１２年を経過しているということで、最近修繕もかなりかさ

んでおります。ということで予算計上させていただきました。２款１項５目につきまして

は以上でございます。

続きまして、２款１項１３目になります。８９ページ、９０ページお願いいたします。

２款１項１３目地方創生事業費でございます。本年度の平成３０年度の予算総額は４，３

０４万円ということで、前年対比３，２９７万８，０００円の増ということになってござ

います。この主な要因としましては、地域おこし協力隊、合計８名の予算が計上されてい

るということでございます。そば振興につきましては１名ということで、総額３７５万８，

０００円となります。福祉支援としまして１名、３６９万９，０００円の計上となってお

ります。残り６名は産業課系ということで６名になりますが、これで２，５０３万５，０

００円ということで、合計３，２４９万２，０００円ということでございます。この中で

地域振興室所管分につきましては、そば振興に関する地域おこし協力隊ということになり

ますので、その分だけ、１名の分だけの説明とさせていただきます。それでは、１節のほ

うからまいります。１節報酬につきましては、前年同様でございますので、特にございま

せん。７節賃金１，８５６万６，０００円とありますが、このうち地域おこし協力隊、そ

ば振興につきましては１名分２４０万ということでございます。８節報償費につきまして

は、物産宣伝費については前年同様ということで特にございません。講師謝礼２６０万９，

０００円でございますけれども、これにつきましてはそばの里大使及びそばの里アドバイ

ザー、この講師謝礼ということで計上しております。臨時職員年末報償金につきましては、

地域おこし協力隊、産業課系になりますので、割愛させていただきます。９節旅費につき

ましては、費用弁償につきましては１節の分ということでございます。普通旅費の中では、

地域おこし協力隊のそば振興のほうの旅費としまして３万２，０００円が含まれておりま

す。特別旅費につきましては、アンテナショップまるごとにっぽんへの職員の旅費という

ことで、１１回、１３名分の経費として計上してございます。１１節需用費につきまして

は、消耗品１１９万８，０００円でございますけれども、これにつきましてはまるごとに

っぽん出展にかかわる経費２０万円、そばの日及び地域おこし協力隊のそば振興というも

のが含まれております。燃料費、これにつきましても地域おこし協力隊の車両の燃料とし

まして３６万５，０００円のうち１４万６，０００円が含まれてございます。食糧費につ

きましては、前年同様ということで特にございません。印刷費、これにつきましてはソバ

の実のレシピ、料理本ありますけれども、これを今回改訂して５，０００部作成したいと

いうことでございます。昨年からソバの実に関する料理というのがかなり注目されており

ますので、その分を追加して印刷を図りたいということでございます。修繕料につきまし

ては地域おこし協力隊のそば振興分はございません。産業課系で６０万円ということで、
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割愛させていただきます。１２節役務費でございます。電話料につきましては特にござい

ません。洗濯料につきましても特に説明することはございません。１３節委託料、共同販

売拠点出展業務委託料としまして、東京浅草にあるまるごとにっぽんへの出展委託料とい

うことで、前年と同額ということになってございます。１４節使用料及び賃借料でござい

ますますけれども、車借り上げ料でございます。２７５万７，０００円、このうち地域お

こし協力隊、そば振興としましては１台分で８２万９，４４０円というものが含まれてご

ざいます。駐車場使用料につきましては１万円となっておりますが、地域おこし協力隊全

体としての駐車料として見込んでおります。

次のページお願いいたします。９１ページ、９２ページでございますけれども、前ペー

ジに引き続きまして使用料及び賃借料でございますが、借家料としまして、この１６８万

円のうち２４万円が地域おこし協力隊のそば振興１名分、２４万円というのが含まれてご

ざいます。体験教室使用料としましては、そばの里大使が町内でイベントをする際の経費

として見込んでございます。１６節原材料費４万７，０００円でございますけれども、そ

ばの日のそば打ち講習会、また年に１回開催していますそば料理講習会、これの原材料費

として４万７，０００円見込んでございます。１８節備品購入費、地域おこし協力隊備品

購入費とあります。そば振興につきましては、この５６９万円のうち３０万円ということ

で、パソコン、プリンター類が含まれてございます。１９節負担金、補助及び交付金でご

ざいますが、前年同様ということで特にございませんけれども、一番下の諸会議負担金６

万円ですが、この６万円のうち３万円が地域おこし協力隊８名全員分の講習会並びに研修

会にかかわる経費として見てございます。

１３目全体の中で共同販売拠点出展、アンテナショップ、これに係る総額としましては

５６３万４，０００円でございます。また、そばの里大使、そばの里アドバイザーに係る

経費としては２５９万９，０００円という総額になってございます。

２款１項１３目地方創生事業費については以上でございます。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

それでは、これより質疑に入ります。事項別明細書７７ページから質疑を受けます。７

７ページ、７８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７９ページ、８０ページ、質疑ありませんか。

中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 委託料の関係ですけれども、ＪＲ跡地地籍測量業務委託料ありま

すけれども、昨年度からたしか計上されておりまして、今年も３，０００万、同額という

ことで計上されているのですけれども、南のほうから多分やってきていると思うのですが、

今年の計上分としては地域的に見ればどの程度まで確定される予算なのでしょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室主幹。

〇地域振興室主幹（野口卓也君） ご説明いたします。
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本年度につきましては、現在平成２９年度の完了が政和第二までいっていますので、来

年度につきましては政和第二から添牛内、大曲までの区間を行う予定で設計を始めようと

思っております。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 最終的には何年度までかかって、どの程度になるか、見通しがあ

ればお願いしたいと思います。

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室主幹。

〇地域振興室主幹（野口卓也君） 事業の終了は、平成３１年を目指しております。予算

の３，０００万円のとり方につきましては、起債の借り入れの関係もありますので、３，

０００万円ずつ毎年実施していこうというところで見ております。３１年、母子里地区で

終了を迎えるわけですが、３１年度につきましては来年の終了を見ないと３１年度の数値

がちょっと出ないものですから、何とも言えませんけれども、全体総額、設計から入れる

と１億２，０００万円ぐらいかかっていくのかなというふうに考えております。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに質疑ありますか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８１ページ、８２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８９ページ、９０ページ、質疑ありませんか。

田丸委員。

〇７番（田丸利博君） １３目の地域創生事業費で地域振興室では地域おこし協力隊１名

ということで計上されておりますが、後々備品購入費のほうにも関連してきますけれども、

実際人件費等は総務省で対応していただける状況であるのはわかりました。その中で、備

品購入費等が町の単独費用という形なのかなと思いますが、細かい計算はよろしいので、

１年間地域おこし協力隊が来られたときに町が単独で出さなければいけない費用というも

のがわかれば、教えていただきたいと思います。

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室主幹。

〇地域振興室主幹（野口卓也君） この備品購入費につきましては、先ほど室長の説明に

もありましたとおり、産業課と地域振興室の担当分が入っておりますが、私の答えられる

範囲、そば振興にかかわる部分でご説明をさせていただきたいと思います。

備品購入費につきましては、地域振興室としては３０万円を本年度見ております。これ

に係る経費は、隊員用のパソコン１台と複合機１台、それと業務の関係上そば道場の管理

のほうも行うということになっておりますので、洗濯機を１台準備して、エプロンあるい

はタオル等の洗浄用に準備をしたいと考えております。パソコンが１台１５万円、プリン

ターが約７万円、洗濯機が大体５万円、予算としては具体的にとっておりませんで、少し
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多く見積もっておりますが、おおよそ３０万円程度かかるのかなというところでの予算計

上としております。なお、これに係る経費につきましては、地域おこし協力隊に使われる

備品ということで総務省の補助の対象になるというふうに認識しての計上となっておりま

す。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 同じ関係なのですけれども、賃金のところで臨時雇い賃金という

ことで１，８００万円余り計上しておりますけれども、企画のほうにかかわることについ

てはそば振興の関係の１人だけということですけれども、この中で見ている１，８００万

円余りというのは８人分というふうに理解してよろしいのですか。

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） お答えいたします。

７節賃金１，８５６万６，０００円でございますけれども、これにつきましては全て今

回の地域おこし協力隊８名分の賃金となってございます。それぞれ月額の単価というのは

まちまちなのですけれども、おおむね１７万円から２０万円で推移してございます。１人

当たり、総務省の計算では人件費年額２００万円ということで、月割りにしますと１７万

円台になるかと思います。ですので、２０万円で設定しますと町費のほうが少なからずか

かるというような形になってございますけれども、周辺市町村とかを見ましても総務省の

範囲内でやるとどうしても募集に対しての人材が求めづらいということもございます。そ

ういうこともありますので、基本的には予算上は２０万円で設定ということにさせていた

だいております。また、先ほどの田丸委員からの関連にもよるのですけれども、今回地域

おこし協力隊３，２４９万円ほど計上しておりますけれども、総務省のほうでは人件費２

００万、その他活動費２００万円ということで、１名分４００万円になっております。こ

れ８名ですので３，２００万円ということで、持ち出しは限りなく少ない方法で予算計上

はしてございますけれども、町費の持ち出しとしてはどうしても全くかからないというこ

とにはならないのかなというふうに考えてございます。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに８９ページ、９０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９１ページ、９２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２款全体について質疑を受けます。２款全体について質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２款の質疑をこれをもって終了させていただきます。ありがと

うございました。
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次に、６款農林水産業費の説明をお願いいたします。

地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） それでは、６款のほうを説明させていただきます。

６款１項３目になります。農業振興費、１２７ページ、１２８ページお願いします。１

２７ページ、３目農業振興費でございます。産業課がほとんどでございますけれども、１

２８ページ、そのうちの１９節負担金、補助及び交付金、この中に地域振興室分がござい

ますので、その説明をさせていただきますけれども、例年同様でございます。まず、一番

上から、町開発促進期成会負担金、その次の行、全国麺類文化地域間交流推進協議会負担

金１０万円です。その次、３行目になりますが、社団法人日本蕎麦協会年会費ということ

で５万円、また１９節の一番下になってございますそば活性化協議会助成金８１万円、以

上の４つが地域振興室分になってございます。前年同様でございますので、特に説明する

ことはございません。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） これをもって説明を終わらせていただきます。

１２７ページ、１２８ページ、項目少ないですが、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、これをもちまして６款の質疑を終わります。

次に、７款商工費の説明を願います。

地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） それでは、７款のほうに入らせていただきます。

１４１ページ、１４２ページお願いします。７款１項２目になります。観光費でござい

ます。この観光費のうちの地域振興室分につきましては、１４２ページ、１９節負担金、

補助及び交付金になっております。この中の下から３行目、イベント協賛交付金になって

ございます。４２０万円とあります。これが地域振興室所管分になりますけれども、内容

としましては前年同様でございますが、そば祭りへの交付金が３６０万円、またフォトコ

ンテストへの交付金が３０万円ということで、４２０万円のうち３９０万円が地域振興室

の所管ということになってございます。

７款は以上でございます。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明終わりました。

１４２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７款よろしいですか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７款の質疑を終わらせていただきます。

以上をもちまして地域振興室所管の質疑を全て終了いたします。

暫時休憩いたします。
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休憩 午前１０時０４分

再開 午前１０時１６分

〇委員長（齋藤雅文君） 休憩を閉じ、審査を続けます。

住民課所管の２款総務費、３款民生費の一括説明を願います。

住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、８１ページお開きください。２款１項５目財産管

理費、この財産管理費のうち住民課関係分でございますが、交通安全車、賃貸住宅の管理

費でございます。予算総額９１万５，０００円、前年比５５５万円と大きく減となってお

りますが、これにつきましては沼牛賃貸住宅内道路側溝改修工事が終了したことにより皆

減となったものでございます。この目の説明は特にございません。

次に、８５ページをお開きください。９目地域振興費、この目も住民課以外の予算が含

まれておりますので、住民課関係分についてご説明いたします。住民課関係分の予算総額

１，７０４万５，０００円、前年比８９万９，０００円の増となっております。１４節使

用料及び賃借料の２段目、路線バス回数券２２０万円でありますけれども、昨年９月末で

６５歳以上を対象としたＪＲバスのお出かけパスの特別定期券が廃止になったことに伴い

まして回数券の販売数量が増加していることから、本年度につきましては前年より７００

冊増の２，２００冊分を予算計上したところであります。次に、１９節負担金、補助及び

交付金の上から２段目、冬期生活除雪支援事業補助金９４０万円でありますけれども、本

年度は昨年度と同額の個人の上限額４０万円を２０件分、委託の上限額７０万円を２件分

見込み、予算を計上したところであります。次に、一番下段の路線バス定期券購入助成金

１８３万６，０００円でありますが、本年度は深川方面を３０名、名寄方面を４名分予算

計上したところでございます。この目の説明は以上になります。

次のページをお開きください。１２目交通安全対策費、予算額３０１万円、前年比５６

万４，０００円の増であります。次のページをお開きください。１１節需用費、特別修繕

料５６万９，０００円でありますが、これにつきましては幌加内中学校の南側、国道沿い

にあります交通安全啓発の看板、これが老朽化していることから、本年度撤去することと

し、関係予算を計上したところでございます。次に、１５節工事請負費、交通安全施設整

備費１００万円でありますが、これにつきましては道路の区画線工事で、本年度も実施す

ることとし、予算を計上しております。次に、１９節の下から２段目、チャイルドシート

等購入費助成金１０万円でありますけれども、上限額２万円の５件分を今年度も予算を計

上したところでございます。この目の説明は以上であります。

次のページをお願いいたします。３項１目戸籍住民登録費、予算額３９万２，０００円、

前年比１８万６，０００円の減であります。この目の説明については特にございません。

以上で２款の説明を終わります。
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次に、３款の説明に入りますので、９９ページをお開きください。３款１項１目社会福

祉総務費、このうち住民課関係分の予算ですけれども、１，７４４万円、前年比４万７，

０００円の減となっております。１９節負担金、補助及び交付金の中ほどになりますが、

防犯灯設置費補助金１３４万３，０００円、前年比１２万９，０００円の増となっており

ます。本年度につきましては、６自治区に対して新規１基、更新４０基分を予算計上した

ところであります。これらの補助率については、８割ということになっております。次の

ページをお開きください。２８節、国民健康保険特別会計繰出金１，３６７万３，０００

円でありますが、事務費５０８万２，０００円、保険基盤安定軽減分で３６１万７，００

０円、保険基盤安定支援分で１９０万３，０００円、財政安定化支援事業６８万６，００

０円、出産育児一時金８４万円、短期人間ドック補助金１００万円、単独事業のほうで５

４万５，０００円の内訳となっているところであります。この目の説明は以上であります。

次に、１０５ページをお開きください。４目国民年金費、予算額１万５，０００円、前

年比１，０００円の減であります。この目については特に説明はございません。

次に、５目医療給付費、予算額７７２万９，０００円、前年比３０万９，０００円の減

であります。２０節扶助費、重度心身障害者医療費３４３万２，０００円でありますが、

これにつきましては昨年９月までの実績をもとに予算計上しており、前年比４万８，００

０円の増となっております。次のひとり親家庭等医療費４６万円につきましても昨年９月

までの実績をもとに予算計上しており、前年同額となっているところであります。次の乳

幼児等医療費３４２万６，０００円につきましては、これも昨年９月までの実績、これら

をもとに計算しておりますけれども、前年比２２万６，０００円の減となったところでご

ざいます。この目の説明は以上であります。

次に、６目後期高齢者医療費、予算額３，８２３万３，０００円、前年比６３５万４，

０００円の増であります。１９節、療養給付費負担金２，５８９万９，０００円でありま

すが、前年比４４９万１，０００円の増となっております。これにつきましては、後期高

齢者への給付見込み額１２分の１を一般会計で負担するものでございまして、後期の特別

会計へ繰り出さず、広域連合へ直接負担するものでございます。次の２８節、後期高齢者

医療特別会計繰出金１，２３３万４，０００円でありますが、前年比１８６万３，０００

円の増となっております。内訳といたしまして、事務費で２４万５，０００円、健診事業

分で４４万５，０００円、後期高齢者医療広域連合事業費分２２７万円、保険基盤安定分

で９３７万４，０００円の内訳となっております。

以上で３款の説明を終わります。

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、説明が終わりました。

８１ページ、８２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８５ページ、８６ページです。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）
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〇委員長（齋藤雅文君） ８７ページ、８８ページです。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８９ページ、９０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９１ページ、９２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９３ページ、９４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９９ページ、１００ページです。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０１ページ、１０２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０５ページ、１０６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２款、３款全般について質疑を受けます。２款、３款全般につ

いて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、これで２款、３款の質疑を終わらせていただきます。

それでは次に、４款衛生費の説明をお願いいたします。

住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、１１３ページをお開きください。４款１項４目診

療所費、このうち住民課関係分の予算についてご説明申し上げます。住民課関係分の予算

総額７８万３，０００円、前年比９，０００円の増となっております。この目につきまし

ては、患者輸送車、いわゆる住民バスの経費を予算計上しているところであります。この

目についての説明は特にございません。

次に、５目の説明をいたしますので、１１７ページをお開きください。５目環境衛生費、

予算額７２５万４，０００円、前年比１４７万７，０００円の減であります。このページ

の説明はございませんので、次のページをお開きください。１９節の２段目、廃屋撤去促

進事業補助金２５０万円でありますけれども、本年度も５０万円の５件分を予算計上して

おりますけれども、今年の大雪で問い合わせが非常に多くなっております。今後予算不足

が生じた場合につきましては補正予算にて対応したいというふうに考えておりますので、

ご理解をいただきたいと思います。この目の説明については以上であります。

次に、２項１目塵芥処理費、予算額６，７６６万円、前年比３，６８０万９，０００円

の増であります。１１節需用費の一番下段になりますが、特別修繕料１，００１万７，０

００円でありますが、これにつきましては、焼却場が平成１９年１１月の供用開始から１

０年経過しておりまして屋外の煙突の耐火物の傷みが非常に激しいことから、本年度修繕
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することとし、その経費８９６万９，４００円と毎年部分的に行っておりますガス化室の

耐火れんが張りかえ１０４万７，６００円の内訳となっているところであります。このペ

ージの説明は以上でありますので、次のページをお開きください。１３節委託料の一番下

段になりますが、一般廃棄物最終処分場整備基本設計業務委託料２，９８６万２，０００

円でありますが、これにつきましては町長の施政方針でも述べておりますけれども、平成

２７年度から準備を始めておりまして、一般廃棄物最終処分場の次期施設の基本設計業務

委託料で、現在平成３４年度からの供用開始を予定し、平成３０年度で基本設計、３１年

度で実施設計、３２、３３年度の２カ年で建設工事を行う計画で国との協議を進めている

ところでございます。これらについては、国からの交付金３分の１を財源として予定をし

ているところであります。この目の説明は以上になります。

次に、２目し尿処理費、予算額５６５万８，０００円、前年比１３５万２，０００円の

増であります。１９節、北空知衛生センター組合負担金３１９万７，０００円、前年比１

３５万３，０００円の増となっておりますが、施設の修繕費の増加が主な要因であります。

この負担金の算定につきましては、前年のし尿収集実績によりまして負担率を経常経費に

掛けて算定されておりまして、本年度の負担率は４．９パーセントとなっているところで

ございます。この目の説明は以上です。

以上で４款の説明を終わらせていただきます。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

これから質疑を行います。事項別明細書１１３ページから質疑を受けます。１１３ペー

ジ、１１４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１７ページ、１１８ページです。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１９ページ、１２０ページです。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２１ページ、１２２ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４款全般について質疑を受けます。質疑ありませんか。

中村委員。

〇２番（中村雅義君） 先ほど町長にお聞きした部分と同じなのですが、北空知衛生セン

ターの負担金が上がっているわけですが、これも事務組合の移管という部分というのはど

の程度考えているのか、ちょっとお聞きしたいと思います。

〇委員長（齋藤雅文君） 住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） 士別地区への移管ということでございますが、その辺につい

ては今現在北空知衛生センターとはまだ、消防の関係だとかいろいろな組合の関係もござ

いますけれども、いつ抜けるかということの明確な時期はまだ決めておりません。という
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のは、農業集落排水処理場の脱水汚泥というのがございまして、そちらのほうの処理の明

確な時期がまだはっきりしていません。産業課のほうで予算が出るのか、ちょっとあれで

すけれども、今現在今年度２９年度に部分的にうちのバーク堆肥のほうでそれらの処理が

できないかということを試験をやっている最中ということで、それがうちのほうで処理が

できるということが明確になれば、士別地区のほうに移管できる段取りに入れるというこ

とであります。士別地区には、昨年度２８年度になりますけれども、事前にこういうふう

に移管するとするならば現在のし尿の受け入れ等可能かどうかという打ち合わせには行っ

ておりまして、そちらのほうではうちのし尿の量であれば大丈夫ですということではいた

だいております。ですので、下水処理場の脱水汚泥の処理のほうがうちでできる時期が見

えてきた段階で向こうに移行できるかなというような状況でございます。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに全般について質疑ありませんか。

中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 一般廃棄物の最終処分場に関することですけれども、設計業務委

託料ということで今回２，９００万円ほどの予算計上されておりますが、相当大がかりな

業務になると思うのです。それで、今の処分場、以前から間もなく満杯になるというよう

なことは聞かされてはいたのですけれども、基本的に大がかりなものになるとするならば、

あの敷地自体もそのまま使えるのかどうか、ちょっとわからないのですけれども、どこか

に移転するということも含めて設計も考えているのでしょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） 次期施設の設置場所につきましては、既存の敷地内の横につ

ける形で計画をしております。一応次期施設の容量につきましては２，５３０立方という

ことで、既存が５，９００立方ほどでございます。既存の施設については平成１３年から

供用開始しておりますけれども、当初については、焼却施設が１９年にございましたので、

その辺で当時は大きかったのかなと。今本町については焼却とあわせての埋め立てでござ

いますので、この容量。面積については１，４４０平米というようなことで計画を進めて

いるところでございます。ですから、敷地は今既存の場所で賄えるということであります。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、４款の質疑をこれをもちまして終了いたします。ご

苦労さまです。

次に、８款土木費の説明をお願いいたします。

住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、１４９ページをお開きください。８款４項１目住

宅管理費、このうち住民課関係分でございますが、予算総額１，３６６万９，０００円、

前年比２９０万円の増となっております。１１節需用費の一番下段になりますが、特別修
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繕料５３８万４，０００円でありますけれども、公営住宅の屋根塗装、みずほ団地で３棟

６戸、９１万８，０００円、幌加内団地で３棟６戸、８６万４，０００円、緑ヶ丘団地で

６棟１２戸、１２９万６，０００円、西町団地で３棟６戸、９１万８，０００円、これと

ナナカマド、ノースタウンＡ棟、Ｂ棟の合わせて５１戸のシャッターのバランス調整、非

常に重くなって不便という住民の声から実施することとしまして、その経費が１３８万８，

０００円の内訳となっているところでございます。この目の説明は以上であります。

次のページをお開きください。２目住宅建設費、予算額１，１９２万７，０００円、前

年比１，７１４万円の減であります。１５節工事請負費、公営住宅旭団地解体工事３１９

万７，０００円でありますが、老朽化によりまして空き家となっております昭和５４年建

設の１棟２戸を取り壊すものであります。次の政和団地解体工事５９６万２，０００円で

ありますが、これも空き家になっております昭和５１年建設の２棟４戸を取り壊すことと

しております。次の緑ヶ丘団地の解体工事２７５万４，０００円でありますけれども、昭

和４３年建設の１棟２戸を取り壊す予定で予算を計上したところでございます。

以上で８款の説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

それでは、質疑を受けます。１４９ページ、１５０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １５１ページ、１５２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８款全般について質疑を受けます。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、これをもちまして８款の質疑を終了させていただき

ます。

以上で住民課所管の質疑を全て終了いたします。

暫時休憩です。

休憩 午前１０時４２分

再開 午前１０時４６分

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じ、審査を続けます。

これから建設課所管、８款土木費、１１款災害復旧費を一括して審査を行います。

説明を願います。

建設課長。

〇建設課長（小野田倫久君） それでは、建設課担当分、土木費のほうの説明をさせてい

ただきます。

まず、８款１項１目土木総務費、予算額３１０万３，０００円、前年比で１６０万８，
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０００円の増でございます。７節賃金と８節の報償費、これの増が要因ですが、前年度は

８款２項１目道路新設改良費のほうに計上しておりましたものを今回土木総務費のほうに

移動したために増額となったものでございます。

次に、２項１目道橋梁維持費、予算額１億８，１９８万円、前年比で４，０５４万２，

０００円の減でございます。ここは、次のページをお開きください。次のページで１３節

の委託料、道路除雪業務委託では政和、添牛内、母子里の基礎集落圏、これが６２４万８，

０００円、業者への委託は１億４９万４，０００円、これらを計上させていただいており

ます。積算につきましては、昨年度より道路除雪業務積算基準を定めておりまして、それ

によって経費の算出を行っております。１６節の原材料費でございますが、砂利の購入で、

町内砂利道の整備が一巡し、必要量が減少することから今回５４３万２，０００円を昨年

と比べて減額しております。また、単価につきましても運賃込みで見積もっておりました

が、とりに行く場面が多いことから、単価のほうもそれに合わせて減額をしている分も含

まれております。次に、１８節備品購入費でございますが、大きく減額となっております

のは、前年度１３トン、ドーザーとロータリー除雪機、これらを合わせて４，５５３万７，

０００円の購入があったものが減になったものでございます。

次に、２目道路新設改良費です。予算額は１億４，８８１万３，０００円、前年比で６，

００２万８，０００円の増となっております。これにつきましては、１３節委託料で道路

橋梁長寿命化修繕計画に基づき実施する設計業務で１橋、これが６３０万８，０００円、

それから点検業務は最終年の５年目を迎えておりまして、残りの３８橋の１，５０２万３，

０００円の委託を実施するため予算計上しております。また、今年度より取り組む町道幌

加内線の調査測量設計業務、これらに２，５００万円を計上しているところですが、これ

らが増額となった要因となっております。次のページをお開きください。次に、１５節工

事請負費で四丁目線の側溝改修工事、これは伊藤、菊地地先ですけれども、これで６７５

万円、それから橋梁長寿命化で橋梁の補修工事２橋、新北五号東橋と新東六線橋、これを

合わせまして３，７８５万４，０００円、それから北七号線の舗装新設工事に１，７８４

万２，０００円、そして東二条北線側溝改修工事に１，９１２万７，０００円、そして下

幌加内線の道路改良工事で１，２００万円、それから南五号線ほか１件の側溝改修工事で

７６９万円を計上させていただいております。また、１７節の公有財産購入費では５０万

円を計上しておりますが、町道下幌加内線の道路改良に伴う用地取得を予定しているとこ

ろでございます。

次に、３項１目河川改修費、予算額６９６万６，０００円、前年比で５９７万２，００

０円の減となっております。１１節の需用費で修繕料でございますけれども、前年度より

も１７０万円ほど増額していただき、４００万円の計上でございます。自治区要望等で近

年河川の修繕等増加しているための対応でございます。次に、１５節の工事請負費で美深

越沢川の護岸工事１５１万２，０００円の計上でございますが、昨年は元川の河川整備工

事と中島の沢川の堆積土砂除去工事が合わせて９２２万５，０００円ほどございましたの
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で、７７１万３，０００円の減額となっているところでございます。

次に、４項１目住宅管理費でございます。ここにつきまして建設課の管理分の説明をし

ます。次のページのほうをお開きいただきたいと思います。１９節の負担金、補助及び交

付金でございます。ここの部分では住宅リフォーム補助金１５０万円の計上でございます

が、これは３０万円の５件分の予算を計上させていただいております。次に、持ち家建設

促進奨励金でございますが、４，８５０万円の計上でございます。北方型住宅と一般住宅、

それぞれ１件ずつの２件分の計上は去年と同様でございますが、雇用促進住宅８件分の予

算についても計上させていただいておりますので、４，０００万円ほどの増額となってお

るところでございます。

次に、５項１目簡易水道費でございます。予算額５，２２８万５，０００円、前年比で

１５７万円の増額でございます。２８節で簡易水道事業特別会計繰出金５，２２８万５，

０００円でございますが、繰り出し基準内分が２，４１９万４，０００円、それから基準

外分で２，８０９万１，０００円の内訳となっているところでございます。

次に、２目飲料水対策費でございます。予算額９０万円で、前年と同額の計上でござい

ます。ここについては特にございません。

次に、６項１目下水道費で予算額４，１１６万６，０００円、前年比１４６万１，００

０円の増となっております。２８節の下水道事業特別会計繰出金４，１１６万６，０００

円でございますが、繰り出し基準内分が２，６７１万５，０００円、繰り出し基準外分が

１，４４４万８，０００円の内訳で計上させていただいております。

以上で８款の説明を終わります。

次に、１１款の災害復旧費の説明をいたしますので、１８３ページ、１８４ページのほ

うをお開きいただきたいと思います。１１款１項１目河川道路災害復旧費で予算額４，０

００円、前年比で１万２，０００円の減額となっております。昨年は災害復旧費ございま

せんでしたので、科目存置となっておるところでございます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりましたので、事項別明細書１４５ページから質疑

を受けます。１４５ページ、１４６ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １４７ページ、１４８ページです。質疑ありませんか。

中村委員。

〇２番（中村雅義君） 町道の除雪委託料についてお聞きしたいと思います。

業者の部分が１億４９万円ぐらいの中で、除雪路線の延長の距離ってどれぐらいなので

しょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 建設課長。

〇建設課長（小野田倫久君） 大変済みません。除雪路線の距離でございますが、まず基

礎集落圏の除雪区域の分でございますが、これにつきましては政和地区が３，５１６メー
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ター、それから添牛内地区が１，８３０メーター、それから母子里地区は３，５８５メー

ターとなっております。手前のほうの資料で残りの雨煙別以南地区、それから清月以南地

区、それから朱鞠内以南地区ですけれども、手持ちに距離ちょっと出ておりませんので、

後ほどお知らせしたいと思いますけれども、よろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 中村委員、それでよろしいですか。

もう一度。

〇２番（中村雅義君） 何でこういうことを聞いたかというのは、除雪費が年々すごく増

額になっている部分、その中で実際に利用率というか、除雪してもほとんど通っていない

路線というのはかなりあると思うのです。そこら辺なんかはちゃんと精査されているのか

どうかお聞きしたいと思います。

〇委員長（齋藤雅文君） 建設課長。

〇建設課長（小野田倫久君） 昨年からは、一応圧雪車で踏んでいた路線等を実際に地先

の方にお願いして、４軒ほどございましたけれども、それをやめさせていただいたり、今

回も今シーズン除雪に入るに当たって、人家がないというか、建物はあっても人の住んで

いないところ、そういうところの除雪を一応やめていく方向で、地権者の方にご相談させ

ていただいて取りやめた件等、一遍には進んでおりませんけれども、少しでも除雪費を圧

縮するという、そういう考え方で、あとやっぱり公平感がないとまずいと思いますので、

その辺も含めて対応させていただいているところでございます。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １４９ページ、１５０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １５１ページ、１５２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １８３ページ、１８４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８款、１１款全般について質疑を受けます。８款、１１款全般

について質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これをもちまして質疑を終わらせていただきます。

以上で建設課所管の質疑を全て終了させていただきます。

暫時休憩です。

休憩 午前１１時０２分

再開 午前１１時０４分
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〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じまして審査を続けます。

これから産業課所管、２款総務費、５款労働費、６款農林水産業費、７款商工費を一括

して審査を行います。

説明を願います。

産業課長。

〇産業課長（村上雅之君） それでは、産業課所管の予算について説明申し上げます。

予算書の８１ページ、８２ページをお開きください。２款１項５目財産管理費でありま

すけれども、昨年度新規購入させていただきました産業課所管のエクストレイル、これに

係る燃料費と一般消耗品等、これが総体で産業課分は２６万４，０００円になります。特

にほかに説明することはございません。

続きまして、次のページ、８３ページ、８４ページをお開きください。２款１項８目町

有林造成費になります。１節から次のページ、１２節役務費までにつきましては特に説明

はございません。１３節委託料ですが、３０年度につきましては政和第一、三頭山の政和

登山口、町道政和１線沿いの町有林、それから政和第三、政和６線沿いの旧深名線の防風

林のところ、それから政和第三、町道８線奥、政和第三の町道政和１０線沿い、それから

朱鞠内、まどか裏手の計５カ所の保育間伐及び間伐の業務委託を考えております。１５節

工事請負費につきましては、町道政和８線奥の間伐予定地を含めた作業道補修に係る工事

費の計上であります。また、今年度の予算には計上しておりませんけれども、町有林事業

の推進を行うべく、長留内地区、これはスキー場の裏手のほうになりますけれども、かつ

て国有林から一括購入した場所になります。それから、政和地区の林道整備について現在

道や森林組合と協議を始めておりますことをご報告申し上げておきます。実際の予算等に

つきましては、３１年度から手を挙げる予定で現在協議をしております。

続きまして、８９ページ、９０ページをお開きください。地方創生事業費、地域おこし

協力隊に係る経費をここで見ております。前段で地域振興室からもご説明があったかと思

いますけれども、産業課分といたしましては農業技術センターの職員として３名、それか

ら観光協会職員として１名、振興公社職員として２名の計６名分の賃金やそれに伴う消耗

品や修繕料、備品購入費等を計上しております。詳しい内容を申し上げます。まず、観光

協会職員の賃金ですけれども、この方につきましては月額２０万円を見ております。公社

職員の２名分、これも月額２０万円を見ております。技術センターの３名分につきまして

は、通常で募集しております技術センター職員、これと賃金を同一にするために１７万８，

２００円ということで３名分を計上しております。そのほかに、普通旅費といたしまして

それぞれ、観光協会には２３万２，０００円、公社職員には２名分で３３万４，６４０円、

技術センター職員分としましては４２万８，０００円ほどを旅費として見ております。そ

のほか、来られたときに居住します住宅用、これのカーテン等の消耗品類を計上させてい

ただいております。それから、住宅の修繕が必要な場合には１件当たり１０万円というこ
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とで、一応住宅の修繕料もここで見ております。観光協会職員につきましては、携帯電話、

これの一部使用料も見ております。それから、観光協会の職員ですので、当然移動するの

に車等が必要になります。これにつきましては、燃料費と、レンタルです。車１台、月額

約８万３，０００円ほどで車の借り上げもこちらのほうで見ております。備品購入費なの

ですけれども、それぞれの方に家電類といたしまして、観光協会職員には約１０万円、公

社職員については家電類等を含めまして約２００万円程度、それから技術センター職員に

つきましては３名分で約２５０万程度の備品、器具費、これはパソコンですとか、いろん

な家電製品を含めての予算計上をさせていただいております。トータルで産業課分６名を

合計しまして約２，５００万円程度を地域おこし協力隊の経費として計上させていただい

ております。なお、技術センター職員の３名分につきましては、一般のほうの技術センタ

ー費でも予算計上しております。これにつきましては、重複される場合がありますので、

どちらかの採用、地域おこし協力隊で採用するのか、それとも一般枠で採用するのか、こ

れによって使わなかった経費につきましては執行残として補正で減額をする予定でおりま

す。

次に、労働費になります。１２３ページ、１２４ページをお開きください。労働費、特

に申し上げるところはございませんが、町長の行政報告等にもありましたけれども、この

４月から労働基準監督署及びハローワーク等がようやく滝川、深川の空知管内から旭川、

上川管内へ移管される予定となっております。

次のページ、１２５ページ、１２６ページをお開きください。農業委員会費ですけれど

も、７節賃金、これにつきましては各補助事業における臨時雇い賃金の配分増による増額

で、対前年比４万８，０００円の増額となっております。そのほかに特に説明することは

ございません。

続きまして、６款１項２目農業総務費ですが、ここについては特段変わったものはあり

ませんので、特に説明するところはございません。

続きまして、１２７ページ、１２８ページ、農業振興費であります。７節の賃金であり

ますが、先ほどの農業委員会費でも申し上げましたが、各補助事業等の配分によりまして

対象経費が増額になっております。対前年比といたしまして１５万４，０００円ほど増額

になっております。８節報償費、これにつきましては平成３０年度より臨時賃金が日額の

計算から月額の給与形態に変わっております。それに伴いまして、報償費のほうの年末報

償金自体も増額となっております。９節旅費ですが、これにつきましては農業振興費につ

きましては例年年度末で結構不足が生じておりましたので、前年度実績ベースに合わせて

若干増額させていただいております。１１節の需用費につきましては、これにつきまして

は前年実績に合わせて若干の減額をしております。１９節負担金、補助及び交付金ですが、

補助金、これにつきましては農業振興奨励補助金の畑作輪作事業の実施等に伴い５００万

円ほどの増額をしております。それから、環境保全型農業直接支払いの補助金ですが、こ

れにつきましても取り組み面積の増により対前年比で２，２４１万３，０００円というこ
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とで増額になっております。そのほかは、特に補助関係で説明するところはございません。

２５節積立金ですが、これにつきましては農業振興基金の２号の積立金、これが対前年比

２７８万７，０００円の減となっております。要因としましては、低温倉庫等の使用料の

一部を積み立てておりましたけれども、起債の元金償還が開始されることに伴いまして使

用料を全額起債償還に充当するため、積み立てでそのまま充当してしまうということにな

りましたので、積み立て部分が減っているということになっております。

続きまして、農地保有合理化事業費です。この項目については、農地保有合理化事業に

係る経費であり、事務委託交付金の充当があるものであります。特に申し上げるところは

ございません。

その次、地力維持増進施設運営費、バーク堆肥の関係ですけれども、これにつきまして

１１節、消耗費のところで特別修繕料、次のページをお開きください。１２９ページ、１

３０ページになります。これにつきましては、汚水槽の循環施設修繕に係る経費を計上し

ております。１２節役務費につきましては、手数料で現在実証実験しております集落排水

汚泥利用による堆肥の成分分析をここで行う予定でおります。１３節委託料ですが、最近

のバークの需要減に伴いまして、今年度は仕込みをしない予定でありますので、それに伴

いますバークの粉砕業務等の減額をしたものであります。１６節は、これにつきましては

仕込まないということですので、原材料費については削減しております。

続きまして、農業技術センター費になります。ここで、先ほど地域おこし協力隊のとこ

ろでも申し上げましたけれども、そちらのほうで３名の予定をしておりますので、今年度

につきましては技術センター費では２名の賃金ということで、１名分減額したスタイルで

予算計上させていただいております。９節、１１節については特に説明はございません。

１３節委託料の一番下の産業廃棄物処理業務委託料なのですが、過去のパソコン等が結構

何台か処分されていないものがありましたので、こちらのほうで処分料といたしまして３

１万９，０００円を見させていただいております。１８節の備品購入費で、３０年度につ

きましては超音波の洗浄機、それからマルチペット、刈り払い機を計画しております。

次のページをお開きください。１３１、１３２ページになります。農業担い手対策費に

つきましては、特に説明するところはございません。

その次の経営所得安定対策費になりますけれども、これにつきましては７節から１３節

委託料までは特に説明はございません。１９節、負担金のところですが、地域再生協議会

への助成金で１１５万６，０００円、昨年度より１５万６，０００円の増でありますけれ

ども、この分の増につきましては農協の事務の臨時賃金分ということで、その分をふやし

ているということになっております。

その下、６款１項９目畜産費につきましては、特に説明するところはございません。

１枚めくっていただきまして、１３３、１３４ページをお願いいたします。農業金融対

策費ですが、ここにつきましては９万８，０００円の減ですが、要因につきましては１９

節の負担金、補助及び交付金の農業振興資金の利子補給補助金で減となったことによるも
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のであります。３０年度の予定件数は３０件で、融資の残は約８，３８０万円となってお

ります。

続きまして、農業活性化センター運営費になります。アグリの関係ですけれども、１１

節、消耗品及び修繕料で例年実績に合わせて若干の減額となっております。１２、１３節

につきましては特に説明するところはございません。１５節工事請負費ですが、今年度屋

上の防水改修工事を予定しております。１件です。１８節の備品購入費ですが、今年度に

つきましては非常に使用頻度の高い豆腐づくり等に使う油圧の圧搾機、それとガスの回転

釜１基、これを更新する予定で備品費を計上させていただいております。

土地改良施設維持管理費でありますが、これにつきましては例年農業用水利施設の雨煙

内ダムの管理業務関係ですが、特に変更等はありませんので、ご説明するところはござい

ません。

次のページをお開きください。１３目土地改良事業費ですが、総額で７，６３１万９，

０００円となります。これにつきましては、１９節負担金、補助及び交付金のところに内

訳書いてありますけれども、道営の幌加内中部地区、これにつきましては一応３１年度で

終了ということで進んでおりますが、こちらのほうで対前年比でプラス１，８４３万８，

０００円の予定です。それから、東部地区の経営体育成の基盤整備事業につきましては、

前年度よりマイナス３５６万２，０００円の減額で、１，７６８万８，０００円というこ

とになっております。昨年度までありました西部地区につきましては、平成２９年度で完

了につきまして、皆減されております。新たなものといたしまして道営幌加内北部地区の

畑地袋総合整備調査負担金ということで、３０年度採択予定になっております北部地区に

つきましては２０万円ほどの調査費の分の負担金ということで見ております。なお、土地

改良事業推進協議会の補助金につきましては、本町の農業、農村事業を推進するための経

費でありまして、事業に係る賦課金及び臨時職員１名分、改良区の職員１名に相当する人

件費をこちらのほうで計上させていただいております。

続きまして、林業費になります。１節、９節につきましては特に説明はございません。

１１節、消耗品のところでありますが、今年度につきましては熊出没注意ののぼりの作成

及び修繕料で箱わなの修繕を計画しております。１２節は特にございません。１３節委託

料、こちらにつきましては昨年導入いたしました森林情報管理システムの保守等を見てお

ります。それから、１８節の備品購入費になりますが、これにつきましては今年度調査等

のためにドローンを１基購入し、確認作業等、調査のために使用したいというふうに考え

ております。１９節負担金、補助及び交付金、これにつきましては次のページをお開きく

ださい。１３７、１３８ページになります。この中で上から３段目、未来につなぐ森づく

り推進事業ですが、これにつきましては昨年よりも４４万４，０００円の増額となってお

ります。これについては、新富地区、これの造林に対する補助事業で約５ヘクタール分を

今年度は見ております。森林愛護組合の補助といたしまして、今年度啓発資材といたしま

してふだん町内会で使用しております回覧板のバインダー、山火事注意等を記載したタオ
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ル等をつくる予定でおります。

続きまして、水産業振興費になります。これにつきましては、９節、１１節につきまし

ては特に説明するものはございません。１９節、こちらのほうで運営補助、指定管理者の

実績ベースでの補助金の増額となっておりますこと、それからふ化放流事業、商品開発、

加工のための奨励補助ということで、これについては継続させていただくことで考えてお

ります。

次のページお開きください。１３９、１４０ページになります。商工振興費になります。

こちらにつきましては、１節から１１節までは特に説明するものはございません。１９節

負担金、補助及び交付金ですが、３段目、町商工振興事業補助金１，６７１万３，０００

円ですが、町商工振興事業補助金交付要綱により、町補助の率、これにつきましては経営

改善普及事業で４分の１、地域振興事業及び管理費で３分の２ということで定めておりま

すが、前年に対しまして１４万５，０００円減額という数字になっております。その次の

プレミアムつき商品券発行補助金１，０００万円につきましては、これは現状を維持する

つもりでおります。その下の交流プラザ管理運営補助金につきましては、実績ベースで４

万９，０００円の増となっております。その下の商工業振興奨励補助金につきましては、

概算で３件分、５００万円を当初予算として計上させております。申請がもし増加があっ

た場合につきましては、補正で対応することで考えております。

続きまして、２目観光費になります。１節の報酬が昨年はあったのですが、今年度につ

きましては全て皆減となっております。８節報償費、これにつきましては今年度観光用の

プロモーション、それのための粗品を約９万７，２００円、それと現在取り組んでおりま

す士別、剣淵、和寒、幌加内、１市３町で取り組んでおります観光の関係の物産の宣伝用

に５０万円ということで予算を計上させていただいております。９節については特に説明

ございません。１１節、消耗品になります。消耗品で、今年度につきましてはルオントの

ところのスノーポールの受け金具、ポールを立てるときの受けです。これを作成したいと

いうふうに考えております。修繕料のところで湖畔のシャワー器具の取りかえ、マイナス

３１．２度の記念碑の修繕等を考えております。その下の特別修繕料でありますけれども、

これにつきましてはルオント関係で縁石、グレーチング、道の駅トイレの排煙窓などのオ

ペレーターの修理を考えております。朱鞠内湖畔のトイレの給水ポンプユニットの取りか

え等、昨年度トイレ等は撤去いたしましたが、母子里に行く途中にあります２７５号線の

展望台の防護柵の改修、ほろかない湖公園等の各種看板の修繕、三頭山登山道の整備、総

額でここに載っております９２３万４，０００円ということで計上させていただいており

ます。次に、１２節役務費になりますけれども、こちらのほうでは観光振興機構補助事業

として広告掲載料など４５万６，０００円を計上させていただいております。そのほかに

は特に説明するものはございません。次のページをお開きください。１３節委託料になり

ますけれども、これにつきましては下から４段目になります。観光プロモーション広告業

務ということで、今年度についてチラシ等の作成を考えております。ルオント、これの町
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民保養センター機械設備改修工事の実施設計ということで４９７万２，０００円、一番下

になりますけれども、三頭山等、うちの抱えている登山道の標柱の設置等、これについて

委託をする予定でおります。総額１，６６６万６，０００円ということになっております。

１４、１５節については特に説明するところはございません。１８節備品購入費のところ

でありますが、この公用車購入というのは、先ほど地域おこし協力隊のところでも話をし

ましたけれども、それとは別に朱鞠内湖畔のキャンプ場が今軽トラ２台所有して仕事をし

ていただいているのですが、１台がもう相当古くなっているということで、軽トラを１台、

新規購入したいということで考えております。百年記念公園のものにつきましては、グラ

スキャッチャー１台、テントを４張り、物置用のコンテナを１基購入したいということで

考えております。観光の一般備品につきましては、ルオント、レストランそばの里の経年

劣化が相当ひどいと言われております椅子、テーブル等、これについて新しいものに更新

したいというふうに考えております。１９節負担金、補助及び交付金でありますけれども、

観光協会の補助で全体で９３万８，０００円の増額、これは人件費の増及び台湾語のパン

フレットを今年度は作成したいということで、その分が増額になっております。それと、

観光レンタル用の自転車の備品購入をしたいというふうに聞いております。振興公社への

補助金になりますけれども、これにつきましては今年度については、昨年一応工場の屋根

塗装というもので工事費を見ておりましたけれども、今年度はその部分が減っております。

今年度につきましては、事務所棟の外壁改修、ルオントの自動ドア、それを改修するとい

うことで、トータル的には補助金自体が減額になったものであります。それ以外について

は特に説明することはございません。

最後になりますが、まどか運営費になります。１１節、修繕料ですが、ここにつきまし

てはまどかの本館テラスの防水改修工事、塗膜防水を１件考えております。そのほか、１

８節備品購入費なのですが、これにつきましてはまどかがオープンして以来、実は設置さ

れている布団が新しいものに取りかえられていなかったということで、宿泊客から結構苦

情が出ていたということで、この部分の布団１００組、これを更新したいということで計

上させていただいております。１９節につきましては特に説明するところはございません。

以上で産業課所管の歳出予算の説明を終了させていただきます。ご審議のほどよろしく

お願い申し上げます。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

それでは、事項別明細書８１ページから質疑を受けます。８１ページ、８２ページ、質

疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８３ページ、８４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８５ページ、８６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）
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〇委員長（齋藤雅文君） ８９ページ、９０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９１ページ、９２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２３ページ、１２４ページです。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２５ページ、１２６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２７ページ、１２８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２９ページ、１３０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １３１ページ、１３２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １３３ページ、１３４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １３５ページ、１３６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １３７ページ、１３８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １３９ページ、１４０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １４１ページ、１４２ページです。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １４３ページ、１４４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２款、５款、６款、７款全般について質疑ありませんか。

中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 先ほどの逐条で言えばよかったのですけれども、農業技術センタ

ー関係なのですが、特に地域おこし協力隊との関係もありまして、昨年の予算のときはた

しか職員が５名ということで伺っていたと思います。それで、その５名体制に３０年度の

場合新しく採用する部分も含めて、変わりがないのかどうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。

〇産業課長（村上雅之君） 予定は、地域おこし協力隊３名、それとこちらで１３０ペー

ジに載っております臨時作業員賃金というのが、これが臨時の臨時といいますか、パート

で来ていただいている方、これについては２名を見ております。通常職員、次長を含めて
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５名体制、そのほかに２名の臨時の臨時がいるということで一応予算は計上しております

が、昨年も募集はしましたが、次長を含め雇用している職員としては３名、そのほかに臨

時の臨時が２名の５人でやっておりましたので、実質的には過去から比べると２名少ない

スタイルでやっていたということになります。３０年度につきましても当時マックスいた

ときと同じように、常時雇用の中で５名、臨時の臨時で２名というふうに一応うちのほう

では考えております。

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。

〇３番（中川秀雄君） この雇用形態については以前からもいろんな指摘もあったと思い

ますけれども、それで今回特に地域おこし協力隊で３名採用するというのは、こういう手

もあったのかと私自身も少し驚いていますけれども、いずれにしましても雇用条件なりな

んなりで、技術センター自体が十分課せられた任務といいますか、業務をなかなか完遂し

きれていないのでないかという不安といいますか、疑念、疑問があります。それで、確か

に地域おこし協力隊ということで新しい採用の方法も考えてはいるのですけれども、１つ

は果たして本当に協力隊員として応募があるかどうか、現実的に採用できるかどうかとい

う問題もありますし、仮に欠員ができた場合にうまく計画どおりの業務が遂行できるのか

ということもあります。その辺の見通しなりなんなりをお聞かせ願いたいと思うのですけ

れども。

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。

〇産業課長（村上雅之君） お答えします。

今ほどご指摘ありましたように、一応募集はしておりますけれども、本当に応募に来る

のかどうかということかと思います。そもそも地域おこし協力隊で募集した理由といたし

ましては、現在うちの技術センターの公募につきましては実は道内の農業系の大学、酪農

学園大学、帯広畜産大学、これにほとんど限られたようなスタイルで、農業関係の課程を

終えられた方ということでの募集をしております。現在生徒数がそれぞれの大学で相当減

っている中で、なかなかうちのほうまで大学側としても生徒に声をかけるようなスタイル

になっていかないという現実がございました。その中で、地域おこし協力隊につきまして

は本州まで大きく広く募集範囲が広がりますので、条件としましては変わらず、農業系の

大学等を出ていることの条件にしておりますけれども、全国的に募集しますと当然北海道

の大学だけではなく相当広い範囲での農業系のそういう人材が確保できるのではないかと

いうことで募集している経緯もあります。それと、一般募集と違うところは、地域おこし

協力隊で来ていただけると、今までは町のほうで募集した方については家賃の補助ですと

か、そういう住居関係の整備、それに係るものを一切町としては面倒見ていないわけであ

ります。これが地域おこし協力隊であれば、経費等が出てきますので、その部分について

もほかの協力隊と同じように若干協力隊で来たときのほうがメリットで面倒見ていけると

ころがあるということもございまして、地域おこし協力隊で今回募集したということにな

っております。
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ご指摘ありましたように、募集に来なかったときにどういうふうに考えているのかとい

うことなのですが、そもそも技術センター自体次の年にやる研究内容ですとか、そういう

ものは前の年の秋口ぐらいに次年度の研究内容等については会議を開いて決めております。

昨年度につきましても実は２名ほど減の中でやっておりまして、やれる範囲というのは若

干狭まってきているのが現状であります。今年度につきましても一応５名の体制で募集は

しておりますけれども、これがもしそろわなかったときにはということで、昨年度の会議

のときに、研究内容につきましては今現在はっきりしている人の中でやれること、それか

ら普及センター、振興局等の農業担当者、そういう方と一緒に共同してやっている研究も

あります。その部分についてはやるということで計画を立てて、それ以外のものについて

は、それぞれ採用された方の得意分野等、いろんなものがあると思いますので、そういう

方がもし採用されたときには年度内で追加できるものについてはその方を交えた中で研究

内容を追加していくと、そういうような体制を組んでいるのが現状です。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに全体について質疑ありませんか。

春名委員。

〇６番（春名久士君） １３８ページの水産業振興奨励補助金の中に含まれるのだろうと

思うのですけれども、例年ワカサギのふ化事業をもう少し積極的に改善してやる必要があ

るのではないかという、そんな意見があったと思うのですけれども、３０年度はこの補助

金を使いながらどのような形で計画されているのか、計画が出ていればお聞かせ願いたい

と思います。

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。

〇産業課長（村上雅之君） お答えいたします。

このワカサギのふ化事業につきましては、議会等でもいろんな場面でご質問等をいただ

いている経緯もございます。ただ、こちらのものにつきましては、正直北海道内の卵等を

提供してくれるところがどんどん減ってきているのが現状であります。正直申し上げます

と、洞爺湖ですとか、網走湖ですとか、そういうところにも実は朱鞠内湖の漁組の人間が

わざわざ卵をとりに行く、技術を教えながらそちらで採卵をさせて、そのかわりにうちの

ほうに卵を分けてもらうというような方法で現在もやっているのが現状です。例年の金額

等につきましては、確保はしておりますけれども、現実的にはなかなか卵が手に入らない

というようなところで動いておりますので、これにつきましては全道的な内水面漁業のほ

うで卵を確保できるような体制をしていただきたいということで今動いておりますので、

そういうことが整えば、うちの放流の数量についてもふやしていくことが可能かと思うの

ですが、現状ではなかなか数量等がふやせないという現状になっております。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに全般について質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、これで２款、５款、６款、７款に関する質疑を終了
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させていただきます。

これをもちまして産業課所管の質疑を終わらせていただきます。ご苦労さまでした。

暫時休憩です。

休憩 午前１１時４６分

再開 午後 １時１３分

〇委員長（齋藤雅文君） 休憩を閉じまして午後の審査を続けたいと思います。

これより３款民生費、４款衛生費の審査を行いますが、４款衛生費については診療所予

算もあることから、この場から診療所事務長の出席を認めたいと思いますが、これにご異

議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 異議なしと認めます。

それでは、３款民生費の説明をお願いいたします。

保健福祉課長。

〇保健福祉課長（中河滋登君） それでは、３款の説明をいたします。

３款１項１目社会福祉総務費、本年度７，７４８万円、前年比３２６万１，０００円の

増でございます。この目では、９節旅費、普通旅費ですが、介護人材確保事業において道

外４自治体と本町で連盟組織を結成いたしました。３０年度は本町が幹事となります。東

京都において総会及び合同相談会を２回実施いたします。そのため地域振興室と連携し、

４名分の旅費７９万９，０００円を組んでいるところでございます。財源につきましては、

地方創生推進交付金事業に求めているところでございます。続いて、１３節委託料の福祉

除雪業務委託料４７４万４，０００円につきましては、３５戸分を見ているところでござ

います。１９節負担金、補助及び交付金、下から数えていただきまして１０段目に介護人

材確保支援事業補助金７５２万５，０００円があるかと思います。現在実績としましては

４世帯１０人、プラス町内各事業所に１名就職したことを想定いたしまして３名及び高校

生１名分を見て予算計上してございます。同じく下から５段目、老人家庭等福祉灯油代１

３６万５，０００円については、１９５世帯分を見ての計上でございます。

次のページをお願いいたします。この目については特に申し上げることはございません

ので、２目老人福祉費、本年度予算９，８３１万５，０００円、前年対比４７４万１，０

００円の増でございます。この目では、８節報償費中、高齢者福祉手当２５７万円でござ

いますけれども、２５７名分で見ているところでございます。１１節需用費、一番下にな

りますけれども、特別修繕料６４万８，０００円でございます。この関係につきましては、

老人福祉寮の窓については冬期間コンパネを当ててしのいでおりましたけれども、高齢者

事業団より人数の減少などから作業ができないお話があり、雪どめを取りつける予算を計

上しているところでございます。１８節備品購入費、機械器具費で３２７万３，０００円
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でございますが、同じく老人福祉寮の蓄熱暖房機が経年劣化により能力低下しております。

既に２９年度において１台を入れかえさせていただいておりますけれども、残り９台、居

室部分の交換、そのほか食堂、事務室の入れかえに関する予算を計上しているところでご

ざいます。下の備品購入費１３万４，０００円ですが、主なものといたしましてはデイサ

ービスで利用するためにブルーレイレコーダー６万８，０００円を購入することになって

おります。このページから次のページ、２目については特にございません。

３目障害者福祉費、本年度予算額５，０３９万１，０００円、前年比３１万７，０００

円の減でございます。この目では、８節報償費、障害者福祉手当６２万円でございますけ

れども、６２人分を計上してございます。それ以降このページ特に申し上げることはござ

いませんので、次のページをお願いいたします。次のページにつきましても例年どおりの

事業実施というふうになっておりますので、この目、特に申し上げることはございません。

続いて、７目保健福祉センター管理費、本年度予算額３，３５９万２，０００円、前年

対比６８万４，０００円の増でございます。この目では、１１節需用費中、一番下段にな

りますが、修繕料１８８万８，０００円の予算を計上しております。主なものといたしま

しては、居室のクロス５室分４５万８，８８１円、デイサービスを行いますホールのステ

ンドグラス、これも雪対策で事業団にコンパネをお願いいたしておりましたけれども、先

ほど説明した内容と同様で雪どめを取りつける、そういったことで２７万円の予算を計上

しているところでございます。次のページをお願いいたします。このページでは１８節備

品購入費中、機械器具費で３７４万８，０００円、これにつきましてはアルク居住部門の

蓄熱暖房機入れかえ、２年度目でございます。２人部屋５室、生活援助員室など残り部分

を取りかえる予算を計上しております。備品購入費２０万１，０００円でございますけれ

ども、最近会議の中でプロジェクターを使って会議を行うケースが大変多くなっておりま

す。今までは所持している部署のものを借用しておりましたけれども、借りられない場合

などがありましたので、今回はプロジェクターを購入する経費として１２万９，６００円、

それからシュレッダーにつきましては平成８年開設当初より入れかえを行ってきておりま

せんので、紙詰まりが多いということで、７万８４８円で買いかえる予算を計上してござ

います。そのほかは特にございません。

２項１目児童福祉総務費、本年度予算額１，０７８万１，０００円、前年比１１万６，

０００円の増でございます。この目では、８節報償費中、遺児手当５０万４，０００円、

１８人分、児童出産祝金２０万、２名分、児童養育手当２１１万２，０００円、２２人分

を計上しているところでございます。１３節委託料、季節保育所運営業務委託料４７７万

３，０００円については、４名分で計算し、計上しているところでございます。次のペー

ジをお願いいたします。幌加内学童保育所運営業務委託料２３４万円でございますが、１

５人をベースに計算したところでございます。

２目児童扶助費、本年度予算額５，７６４万２，０００円、前年比８７８万８，０００

円の増でございます。この件につきましては、２０節扶助費で保育所運営費４，３１８万
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５，０００円、３１人を基礎として計算しております。児童手当費１，４４５万５，００

０円、１１１人、延べ人数ですが、ベースに計算をし、計上しているところです。それ以

外は特に申し上げることはございません。

３項１目災害救助費につきましては、科目存置でございます。

以上で３款の説明を終わります。ご審議のほどをよろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

これから質疑を受けます。事項別明細書９９ページから質疑を受けます。９９ページ、

１００ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０１ページ、１０２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０３ページ、１０４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０５ページ、１０６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０７ページ、１０８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０９ページ、１１０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３款民生費全般について質疑を受けます。民生費全般について

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、３款の質疑を終わらせていただきます。

次に、４款衛生費に進みます。４款衛生費については、診療所所管の予算も含まれてお

ります。審査については、それぞれの所管ごとに説明、質疑を行いたいと思います。これ

に異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 異議なしと認め、そのように取り進めることといたします。

それでは初めに、保健福祉課所管の４款衛生費の説明をお願いいたします。

保健福祉課長。

〇保健福祉課長（中河滋登君） それでは、４款の説明をいたします。

４款１項１目保健衛生総務費、本年度予算額２５６万７，０００円、前年比４５万円の

減でございます。この目では、１３節委託料、エキノコックス症検診委託料１万６，００

０円、これは１５人分を見てございます。妊婦健診委託料５９万８，０００円、これにつ

いては７名分を見込んだものでございます。３歳児健診精密検査委託料１万円ですが、こ

れは２人分を見て計上しているところでございます。１９節負担金、補助及び交付金、下
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から２段目でございますけれども、妊産婦健診等交通費助成金で２８万２，０００円、こ

れは６名分を見込んでの計上でございます。この目、特に申し上げることはございません。

２目予防費、本年度予算額５１９万１，０００円、前年比３６万３，０００円の減でご

ざいます。このページ特に申し上げることがありませんので、次のページをお願いいたし

ます。１９節負担金、補助及び交付金で肺炎球菌予防接種助成金２０万円、これにつきま

しては８，０００円の単価で２５名分を見込んでおります。１つ飛んで、インフルエンザ

予防接種助成金２９９万２，０００円でございますけれども、延べ人数で７４０名分で計

算をして計上しているところでございます。この目については特にそのほか申し上げるこ

とはございません。

３目健康推進費、本年度予算額４１０万９，０００円、前年比６８万１，０００円の減

でございます。この目では、１３節委託料、がん検診委託料につきまして２９９万７，０

００円、例年どおり胃、大腸、子宮がん、乳がん、肺がんの検診で、延べ人数としては７

８０名分の予算を見ているところでございます。それから、１８節備品購入費で２万１，

０００円計上しているところですが、これにつきましては血圧計を２台購入する予算で計

上させていただいております。そのほか１９節負担金、補助及び交付金で人間ドック受診

助成金７０万円、これにつきましては７０人分の予算を計上しているところでございます。

そのほか特に申し上げるところはございません。

続きまして、４目診療所費、総額で本年度予算額１億３，５６３万５，０００円、前年

比３，８２０万７，０００円の減でございます。この目では保健福祉課所管の歯科診療所、

朱鞠内診療所分を説明させていただきまして、そのほか町立診療所、政和診療所につきま

しては診療所事務長より説明をいたしますので、よろしくお願いいたします。このページ

については特に申し上げることがございませんので、次のページをお願いいたします。次

のページ、１３節委託料で上から２段目、管理業務委託料１，２８３万２，０００円、こ

れにつきましては歯科診療所診療報酬でございます。平成２６年度から２８年度の３カ年

平均で１，２４０万円を計上しているところでございます。そのほか特に申し上げること

はございません。次のページをお願いいたします。１５節工事請負費、歯科診療所ボイラ

ー取りかえ工事４１１万５，０００円でございます。老朽化による機能低下ということで

入れかえでございますが、３１年経過しております。既存ボイラーの撤去、暖房用ボイラ

ー２台、給湯用ボイラー１台の予算を計上しているところでございます。次の１８節備品

購入費、歯科診療所備品購入費８２万８，０００円でございますが、これにつきましては

同じく老朽化いたしましたエアコン３台を入れかえる予算を計上しているところでござい

ます。その下、朱鞠内診療所備品購入費で７万３，０００円でございますけれども、医師

からの要望もございまして、ＢＳのアンテナ設置に係る予算として７万３，０００円を計

上しているところでございます。続きまして、１９節負担金、補助及び交付金、下から２

段目、歯科診療所運営費助成金９１０万円でございます。以前協議会でご説明申し上げま

したが、歯科医師より、診療報酬が１，０００万円から１，２００万円程度に現在落ち込
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んでいる状況でございます。そこから従業員として必要な最低限のパート対応の職員に対

する経費などを差し引いた場合に、現在の歯科医師の平均的な給与を人事院が調査してお

りますが、現在医師の年齢に当てはめますと年間１，２００万円程度ということになりま

す。今後の幌加内町の歯科治療継続のために医師を確保する上で、先生とも十分協議をし

てきております。お手元に配付されているかと思いますけれども、先生のほうからは診療

所の運営方針の改善ということで技術習得など経営方針の見直しをしていく、そういった

お話し合いもさせていただいております。そういった上で、月額３０万円を上げ、９１０

万円としまして、先生の安定的な歯科治療のための所得をまずは最低限確保して幌加内町

の歯科診療の継続に努めてまいりたいということで、予算を計上させていただきました。

そのほか特に申し上げることはございません。

保健福祉課所管の部分についての説明を以上で終わらせていただきます。ご審議のほど

よろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、説明が終わりました。

１１１ページに戻ってください。１１１ページ、１１２ページについて質疑ありません

か。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１３ページ、１１４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１５ページ、１１６ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１７ページ、１１８ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 続きまして、診療所所管の４款衛生費の説明をここでお願いい

たします。

診療所事務長。

〇診療所事務長（蔵前裕幸君） ４款１項４目診療所費のうち、町立幌加内診療所、政和

診療所に係る平成３０年度予算についてご説明をさせていただきます。

１１３ページ、１１４ページをお開きいただきたいと思います。７節賃金１，４８４万

７，０００円のうち、１，４７７万７，０００円となります。管理人賃金から臨時技術職

員賃金までが両診療所の予算計上となっています。８節報償費３８９万円は、全額両診療

所の予算計上であります。次のページをお開きください。講師謝礼１０万円でありますが、

今年度も所内研修に講師を招聘し、職員の資質向上に努めてまいりたいと考えているとこ

ろでございます。９節旅費１２４万５，０００円のうち、１１１万円です。特別旅費９７

万円の計上でありますが、医師、看護師の研修旅費を予算計上させていただいているとこ

ろでございます。１０節交際費２５万円は、全額両診療所の予算計上となっています。１

１節需用費６，４０１万５，０００円のうち、５，３６５万８，０００円であります。１
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１節需用費については、特に説明する事項はございません。１２節役務費９８万１，００

０円のうち、６４万円が両診療所に係る予算計上です。この節も特に説明する事項はござ

いません。１３節委託料３，１０６万１，０００円のうち、１，５７４万５，０００円が

両診療所の予算計上です。この節、一番下、内視鏡消毒器保守点検業務委託料１３万円の

計上でございますが、平成２５年に取得しました機器で、経年劣化による補修等が発生す

るおそれがあることから、保守契約を結び、事前に対応したいと考えているところでござ

います。１４節使用料及び賃借料１６７万円のうち、１２５万９，０００円が両診療所の

予算計上です。１４節につきましても特に説明する項目はございません。次のページをお

開きいただきたいと思います。１８節備品購入費３００万５，０００円のうち、幌加内診

療所備品購入費１４０万４，０００円、図書購入費７０万円が両診療所に係る予算計上で

ございます。幌加内診療所備品購入費ですが、エックス線画像処理装置をコントロールす

るパソコンの基本ソフトが旧式であるため、壊れることも予想されることから、ハードご

と入れかえを行う予算を計上させていただいております。１９節負担金、補助及び交付金

１，０２９万１，０００円のうち、１０７万８，０００円が両診療所に係る予算計上でご

ざいます。下から３行目、医師勤務環境改善交付金５０万円の計上でありますが、１回当

たり１０万円を上限とし、５回分、本年度も予算計上させていただいているところでござ

います。２２節補償、補填及び賠償金１０万円は、全額両診療所に係る予算計上でありま

す。平成２８年度をもって閉鎖いたしました病院事業会計の病院収益に係る過年度査定等、

返戻金が発生したときに対応する予算措置をとらせていただいているところでございます。

２７節公課費１６万５，０００円のうち、３万５，０００円が両診療所に係る予算計上で

ございます。中身につきましては自動車重量税の計上で、特に説明することはありません。

以上、４目１億３，５６３万５，０００円のうち、両診療所の予算計上９，４６４万６，

０００円となっているところでございます。

ここで収支状況について若干ご説明させていただきたいと思います。予算額９，４６４

万６，０００円のうち、経常的経費は９，３２４万２，０００円、投資的経費が１４０万

４，０００円となっているところでございます。

予算書、歳入の１２款使用料及び手数料、３４ページ、３５ページをお開きいただきた

いと思います。１２款１項３目衛生使用料、幌加内診療所使用料８，２５０万円、政和診

療所使用料２５７万１，０００円、これにつきましては診療報酬及び患者様からの一部負

担金の予算計上となっています。

次のページをお開きいただきたいと思います。２項２目衛生手数料、幌加内診療所手数

料７６０万円、政和診療所手数料５万円、これにつきましては健康診断料、文書証明料等

の予算計上であります。

そうしまして、両診療所に係る歳入予算は９，２７２万１，０００円となり、収支とい

たしましては先ほど申し上げました経常的経費から収入予算額を差し引きますと５２万１，

０００円の赤字となる。本年度赤字になるという予想でございます。
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以上で幌加内診療所、政和診療所に係る説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、診療所所管の説明が終わりました。

事項別明細書１１３ページ、１１４ページについてまず質疑を受けます。１１３ページ、

１１４ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１５ページ、１１６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１７ページ、１１８ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３４ページ、３５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４款全般について質疑を受けたいと思います。４款全般につい

て質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、以上で保健福祉課、診療所所管の質疑を終了させて

いただきます。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時４２分

再開 午後 １時５４分

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じ、審査を続けます。

１０款教育費の説明を願います。

教育次長。

〇教育次長（清原吉典君） １０款１項１目教育委員会費、本年度１８９万８，０００円、

４，０００円の減でございます。この目については特に説明はございません。

次に、２目事務局費、本年度１６４万５，０００円、４７万２，０００円の増でござい

ます。１２節役務費でございますけれども、支払手数料５４万円ですけれども、高校の学

校苦情処理に係る弁護士費用として予算計上しております。この節につきましては、平成

９年度に補正により対応しております。この目については以上です。

次に、３目教育振興費、本年度１，４２７万９，０００円、１３万８，０００円の減、

１節報酬の学校運営協議会委員報酬５万５，０００円ですけれども、教育長執行方針でも

申し上げましたが、本年度より設置しますコミュニティ・スクールに伴う委員４名分の４

回を予算計上しております。次のページをお願いいたします。１３節委託料、学校指導助

手派遣事業委託料５１３万７，０００円ですけれども、週５日、町立学校へ派遣する費用
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を計上しております。１９節負担金、補助及び交付金、下から６段目のＰＴＡ公費負担解

消補助金の６９万７，０００円ですけれども、保護者の義務教育費負担を解消するため、

保護者が負担している教材費の３割程度、昨年より２１万１，０００円を増額し、予算計

上しております。下から４段目の高等学校下宿等補助金３３６万円ですけれども、２８名

分の予算を計上しております。この制度につきましては、平成２８年度から平成３２年度

までの５年間の時限立法でございます。２０節扶助費、就学援助費ですけれども、継続１

０名、新規２名分を見込んで、学用品費では前年対比２万９，０００円の減、給食費につ

きましては１２万８，０００円の減を予算計上しております。この目については以上です。

次に、４目学校営繕費、本年度４００万円、３２８万９，０００円の減でございます。

特別修繕料がなくなったことによる減額でございます。この目については以上です。

次に、２項１目学校管理費、本年度５，１０８万７，０００円、２，７６０万３，００

０円の減でございます。次のページお願いいたします。１３節委託料、下から２段目のエ

レベーター保守点検業務委託料１０万３，０００円ですけれども、建築基準法の改正によ

り荷物昇降機の点検が法制化されましたので、新規として予算計上しております。その下

の添牛内地区通学児童送迎業務委託料４５９万８，０００円ですけれども、添牛内便で平

成３０年度以降最大で８名の児童が乗車する予定でございます。現在の下校便につきまし

ては職員が公用車で対応しておりましたが、本年度から乗車人数がふえ、対応ができなく

なりますので、下校便委託業者増額分としまして２２６万６，０００円増額計上しており

ます。１５節工事請負費、朱鞠内小学校の教室改修工事７８８万４，０００円ですけれど

も、朱鞠内小学校につきましては旧中学校に移転いたしました。そのときから普通教室が

３教室で運営しておりました。本年から児童数の増加に伴いまして普通教室が４教室必要

となりましたので、理科室を普通教室へ改修いたします。家庭科室を理科、家庭科室へ改

修する費用を予算計上しております。１８節備品購入費、公用車の購入費３６８万６，０

００円ですけれども、委託費でも説明いたしました添牛内便の児童数がふえますので、今

後を見通しまして１０人乗りのワゴン車を購入することで予算計上しております。スクー

ルバスの購入につきましては国庫補助事業の対象となりまして、２分の１の額を歳入にお

いても計上しております。指令前着工が認められておりませんので、納車につきましては

早くても７月ごろになる予定でございます。このため、１学期中は委託業者へ貸し付けて

いる車と公用車の２台で対応することとしております。一般備品購入費の内訳ですけれど

も、幌加内小学校の屋外の指揮台２１万３，０００円、除雪機９１万８，０００円、朱鞠

内小学校の放送設備３９万１，０００円を更新することとして予算計上しております。パ

ソコンの購入費４１万８，０００円ですけれども、朱鞠内小学校の教員用として２台分の

パソコン購入費として予算計上しております。

次のページをお願いいたします。２目教育振興費、本年度２７７万８，０００円、１５

１万４，０００円の増額でございます。１１節需用費、印刷費の１２９万６，０００円で

すけれども、小学校用の社会科副読本３０部印刷費用として予算計上しております。この
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目については以上です。

次に、３項１目学校管理費、本年度４，２１３万９，０００円、４６６万６，０００円

の増、１３節委託料、エレベーター保守点検業務委託料６万７，０００円ですけれども、

小学校費同様、建築基準法改正によりまして昇降機の点検が必要になりましたので、新規

として予算計上しております。次のページをお願いいたします。１５節工事請負費、幌加

内中学校のトップライト改修工事１，７５７万２，０００円ですけれども、現在の校舎の

屋根につきましては省エネの観点から光を取り込むためアクリル素材の天窓で、いわゆる

トップライトの屋根でございます。以前より冬場は屋根からの冷気が入り込みまして、校

舎全体が寒くなっておりました。今回は、トップライトにおいても経年劣化から一部破損

しておりましたので、トップライト方式から長尺板金への屋根改修をする費用を予算計上

しております。この目については以上です。

次に、２目教育振興費、本年度１０９万３，０００円、３４万１，０００円の減でござ

います。この目については特に説明はございません。

次に、４項１目高等学校総務費、本年度４，４２６万２，０００円、５３１万７，００

０円の増、次のページをお願いいたします。１３節委託料、幌加内高等学校体育館天井耐

震化改修設計業務委託料２７９万８，０００円ですけれども、体育館の天井がつり天井と

なっておりまして、耐震化基準を満たしておりませんので、改修に向けての設計業務を委

託するため、予算計上しております。１８節備品購入費、公用車購入費２７８万５，００

０円ですけれども、現在の公用車、平成１３年４月購入いたしました。１６年が経過して

おり、走行距離も２１万を超えまして、修理費用もかさんでおります。８人乗りのワゴン

車へ更新するための予算計上をしております。備品購入費５万４，０００円ですけれども、

給湯室のガス湯沸かし器が経年劣化によりふぐあいが生じております。この更新をするた

め、予算計上しております。

次に、２目教育振興費、本年度２，１４０万６，０００円、３０５万３，０００円の増、

次のページをお願いいたします。１８節備品購入費、教材用備品購入費の内訳ですけれど

も、教師用のパソコン１９台分の更新費用に６９６万９，０００円、生徒用の机、椅子の

更新７０台分に１８２万５，０００円、視聴覚教室の液晶プロジェクターの更新に１６万

円、農場の小動物撃退用電気柵に７万７，０００円、高校商店会用の食品ラベル印刷機、

これに２３万７，０００円、酸化防止用として業務用の脱気シーラー、これを１９万円、

製菓用のフードプロセッサー７万９，０００円、以上の購入をするため予算計上しており

ます。１９節負担金、補助及び交付金、ＩＣＴ教育推進振興補助金２４２万６，０００円

ですけれども、１年生用のタブレット端末の購入に１８２万２，０００円、全生徒分のタ

ブレット用教材費用に６０万４，０００円を予算計上しております。なお、財源につきま

しては、国の授業料無償化支援事業によりまして授業料を充当しております。

次に、３目寄宿舎費、本年度４，７４７万５，０００円、４７８万円の増、１３節委託

料、管理業務委託料７４５万９，０００円ですけれども、女子寮の管理業務の見直しに係
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る人件費分として１０６万３，０００円の増額を計上しております。調理業務委託料です

けれども、朝、夕食の調理を委託することとして予算計上しております。委託料の内訳と

しまして、月額８３万１，６００円の１２カ月で年間９９７万９，０００円、これが人件

費等の基本額でございます。そのほか食材賄い代として年間１，０８１万９，０００円を

見込んでおります。歳入につきましては、１２款の寄宿舎使用料、それと１９款の寄宿舎

賄い収入、これを充当することとしております。次のページをお願いいたします。１８節

備品購入費、寮備品購入費の内訳ですけれども、洗濯乾燥機ですけれども、１台の更新に

５万４，０００円、厨房の食器洗浄機９１万８，０００円、食器消毒保管庫９７万２，０

００円、厨房用エアコン１２９万６，０００円につきまして、保健所の衛生指導がありま

したので、設置するものでございます。この目については以上です。

次に、５項１目学校給食費、本年度２，９９５万５，０００円、８９４万８，０００円

の減でございます。１１節の需用費、修繕料ですけれども、厨房窓フィルム３１万７，０

００円、ボイラー減圧弁交換２５万１，０００円、厨房床換気口の設置に２６万７，００

０円を実施いたします。給食賄い材料費１，３３３万円ですけれども、本年度につきまし

ても１食当たりの給食費の価格を据え置きまして、小学校で２５０円、中学校で３０４円、

高等学校で３４３円とし、給食の提供を行ってまいります。また、本年度から災害の備え

としまして各学校に備蓄いたします給食用保存食、これを１６万円新規で予算計上してお

ります。なお、歳入につきましては、１９款の学校給食費収入を充当いたします。１３節

委託料、調理業務委託料９４０万６，０００円、調理業務の人件費分として月額７８万７，

０５０円の１２カ月分を予算計上しております。

次のページをお願いいたします。６項１目社会教育総務費、本年度９０８万９，０００

円、７万５，０００円の減でございます。１９節の負担金、補助及び交付金、文化連盟活

動補助金２２０万円ですけれども、９団体に対する助成金として３２万円、生涯学習フェ

スティバル事業に１０万円、映画上映などの映画鑑賞会に６０万円、芸術作品の鑑賞会に

１０万円、著名人などの招聘講演会に１０８万円を予算計上しております。

次のページをお願いいたします。２目公民館費、本年度２，４９０万８，０００円、２

６０万４，０００円の減でございます。１３節の委託料、中央公民館の建材アスベスト含

有調査業務委託料６９万円ですけれども、中央公民館の建築につきましては昭和５１年９

月と古く、外壁等にアスベストを含んでいないか調査の必要があるため、調査費用を予算

計上しております。１５節工事請負費、政和コミュニティセンターの屋上防水改修工事４

４１万８，０００円ですけれども、平成１２年に建設して１７年が経過しておりますので、

計画的に実施するものです。

次のページをお願いいたします。３目生涯学習センター費、本年度２，９５１万６，０

００円、１３万４，０００円の減でございます。１８節備品購入費、次のページをお願い

いたします。ＤＶＤの購入費で５０万４，０００円ですけれども、利用者のアンケートな

どにより、３５本分の購入費として予算計上しております。図書購入費ですけれども、こ
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ちらも学校からの要望、アンケートをもとに、一般書として５３０冊、児童、生徒用とし

て３５０冊を購入することとして予算計上しております。この目につきましては以上です。

次に、７項１目保健体育総務費、本年度２７４万２，０００円、２万２，０００円の増、

１９節負担金、補助及び交付金、体育協会活動補助金７７万８，０００円の内訳ですけれ

ども、１３団体への活動助成として５１万７，０００円、スキー大会２大会分開催の助成

として２１万６，０００円、運営補助分として４万５，０００円を支出することとして予

算計上しております。リフトの減免補助金７４万８，０００円ですけれども、大変好評を

得ておりますので、引き続き土日祝日の小中高校生に対してのリフト券の助成、シーズン

券の購入費の半額助成を行ってまいります。この目については以上です。

次に、２目体育施設費、本年度４，５１２万９，０００円、４２２万４，０００円の増、

１１節の需用費、修繕料の山村広場物置ドアの枠が腐食しておりますので、シャッター方

式へ取りかえする費用として３０万円を追加で予算計上しております。特別修繕料ですけ

れども、スキー場のリフト支柱の滑車２６カ所ございますので、その交換費用に４４２万

８，０００円、同じクリフトの座板と保温マット９３枚分の交換に５４０万９，０００円

を整備計画に基づきまして実施いたします。次のページをお願いいたします。１５節工事

請負費、ほろたちスキー場の索道支柱等塗装工事７２５万８，０００円ですけれども、前

回は平成１８年に実施いたしまして１１年経過しておりますので、索道の支柱と管理棟の

屋根の塗装を行います。１９節負担金、補助及び交付金、ほろたちスキー場の管理運営補

助金２，０００万円ですけれども、平成２６年７月から平成３１年６月までの５年間、指

定管理契約によりまして旭川市の株式会社ダンケジャパンと契約をしているところでござ

います。本年度におきましても経営努力に努めまして、安全運行について指導してまいり

ます。この目については以上です。

次に、８項１目生活改善センター管理費、本年度１，１１６万５，０００円、８３４万

２，０００円の増、１５節工事請負費、添牛内地区生活改善センター解体工事７６９万円

ですけれども、老朽が著しい施設のため、取り壊し費用を計上しております。この目につ

いては以上です。

以上、１０款教育費の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

事項別明細書１５５ページから質疑を受けます。１５５ページ、１５６ページについて

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １５７ページ、１５８ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １５９ページ、１６０ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６１ページ、１６２ページについて質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６３ページ、１６４ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６５ページ、１６６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６７ページ、１６８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６９ページ、１７０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １７１ページ、１７２ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １７３ページ、１７４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １７５ページ、１７６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １７７ページ、１７８ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １７９ページ、１８０ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １８１ページ、１８２ページです。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０款教育費全般について質疑を受けます。教育費全般につい

て質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０款に関する質疑をこれをもちまして終わります。

以上で教育委員会所管の質疑を終わらせていただきます。ご苦労さまです。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 ２時１６分

再開 午後 ２時３７分

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じまして審査を続けます。

これから歳入の審査に入ります。

説明を願います。

総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） それでは、一般会計歳入についてご説明いたします。
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１０ページ、１１ページをお願いいたします。１款１項１目町民税、個人で本年度８，

２４３万９，０００円、対前年２９０万８，０００円の減であります。２９年の農業所得

の減額に伴う課税標準額の減が主な要因となってございます。

２目法人、本年度７３１万３，０００円、５万８，０００円の増額となってございます。

前年より３社の増でありますけれども、２９年の決算見込み額を算出根拠とし、計上して

いるところであります。

２項１目固定資産税、本年度６，５２４万１，０００円、１３８万円の減額となってご

ざいます。評価がえ及び償却資産の課税標準額の減が要因となってございます。

２目国有資産等所在市町村交付金４７３万８，０００円、３，０００円の減額です。特

にございません。

続きまして、３項１目軽自動車税、特にありません。

４項たばこ税、次のページをお願いいたします。１目たばこ税、これについても特にご

ざいません。

５項１目入湯税、たばこ税及び入湯税につきましては２８年度実績をもとに算出してい

るところでございます。

次のページ、１４ページ、１５ページをお願いいたします。２款１項１目地方揮発油譲

与税、ここの目から２６ページの地方特例交付金までは概要説明のとおりでありますので、

省略させていただきます。

２８ページ、２９ページをお願いいたします。９款１項１目地方交付税、本年度２０億

４，６００万円、前年と同額となってございます。概要説明のとおりでございますけれど

も、ここにつきましては普通交付税、それから特別交付税ともに算出されるわけでありま

すけれども、２９年度の決算見込みといたしましては普通交付税で２０億７，０００万円、

それから特別交付税については３月交付があって正式に決定になりますけれども、今のと

ころ２億程度というようなことで積算しているところでありますけれども、当初予算につ

きましては前年同ということで余裕を持って計上させていただいたところでございます。

次のページをお願いいたします。３０ページ、３１ページをお願いいたします。１０款

１項１目交通安全対策特別交付金、これにつきましては前年同額ということで、特にござ

いません。

次のページ、３２ページ、３３ページをお願いいたします。１１款１項１目分担金、５，

９８７万５，０００円、１，７２５万５，０００円の増額となってございます。これにつ

きましては、道営の幌加内西部地区畑地帯総合整備事業が終了したことと、それから幌加

内中部地区経営体育成基盤整備におきまして２，３００万円の増となったことが要因とな

ってございます。

続きまして、２項１目負担金５７万４，０００円、２万４，０００円の増額となってご

ざいます。特にありません。

次のページをお願いいたします。１２款１項１目総務使用料８４７万４，０００円、１
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４８万４，０００円の増でございます。この目につきましては、ほろみん号の使用料で１

２６万円の皆増が大きな要因であります。正式に認可されたことにより、使用料の徴収が

始まったというところでございます。

続きまして、２目民生使用料、特にありません。

３目衛生使用料、これにつきましても概要説明のとおりでありますけれども、歯科診療

所、幌加内診療所のそれぞれ減額が大きな要因となってございます。

続きまして、４目農業使用料、５目商工使用料、特にございません。

次のページをお願いいたします。６目土木使用料、７目教育使用料、２項１目総務手数

料、特にございません。

２目衛生手数料１，１６５万９，０００円、７０万４，０００円の増額となっておりま

すけれども、歯科診療所において過去の実績を踏まえ、７０万円の増額としているところ

でございます。

続きまして、３目農業手数料、特にございません。

次のページをお願いいたします。４目教育手数料についても特にございません。

次のページをお願いいたします。４０ページ、４１ページをお願いいたします。１３款

１項１目民生費国庫負担金、本年度５，１０７万円、３３８万３，０００円の増額となっ

てございます。これにつきましては、保育所運営費負担金で１８０万８，０００円、児童

手当負担金９５万８，０００円の増額となっていることが要因となってございます。

続きまして、２目農林水産業費国庫負担金、特にございません。

２項１目民生費国庫補助金、特にございません。

２目衛生費国庫補助金１，９９５万４，０００円、対前年１，３６９万円の増額であり

ますけれども、これにつきましては僻地医療施設運営費等補助金の１，０００万円増額が

主な要因でございますけれども、例年補正予算で計上しておりましたけれども、今年度は

当初予算から収入確保ということで計上させていただいたところでございます。次のペー

ジをお願いいたします。４２ページ、４３ページをお願いいたします。一番上段、循環型

社会形成推進交付金９９５万４，０００円の増額でありますけれども、これにつきまして

は一般廃棄物処分場の基本設計にかかわる補助金となってございます。

続きまして、３目土木費国庫補助金６，７２５万６，０００円、８２７万９，０００円

の増額となってございます。社会資本整備総合交付金につきましては、下幌加内線の道路

改良の新規事業が開始するため増額となっているところでございます。

４目教育費国庫補助金１７７万１，０００円、１７０万円の増でありますけれども、増

の要因といたしましてはスクールバス購入費の補助金１６９万円が増額の要因となってご

ざいます。

続きまして、５目から３項２目民生費委託金まで、このページはありません。

次のページをお願いいたします。１４款１項１目民生費道負担金から次のページ、２目

衛生費道補助金まで、特にありません。
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３目農林水産業費道補助金１億５，４８９万７，０００円、１，１０４万３，０００円

の増となってございます。増の主な要因といたしましては、環境保全型農業直接支援対策

事業補助金、この中で１，６８１万１，０００円の増が要因となってございます。

次のページをお願いいたします。４目総務費道補助金、５目教育費道補助金、特にあり

ません。

３項１目総務費委託金３８１万８，０００円、比較で１４０万円の増でありますけれど

も、これにつきましては右側の中ほどにあります北海道知事選挙事務委託費１３０万円が

増額の要因となってございます。

次のページ、５０ページ、５１ページ、このページについては特にございません。

次、５２ページ、５３ページ、ここのページについても特にございません。

次のページ、５４ページ、５５ページをお願いいたします。２項１目、それから２目、

特にございません。

３目生産物売払収入で２２７万７，０００円、６２万５，０００円の減でありますけれ

ども、大きな要因といたしましてはバーク堆肥の売払収入で７５万円の減額となっている

ことが要因となってございます。

次のページ、５６ページ、５７ページをお願いいたします。１６款１項１目一般寄附金、

特にございません。

２目使途指定寄附金１，０００万１，０００円で５００万円の増額となってございます

けれども、これにつきましてはふるさと納税の寄附金を５００万円の増額としてございま

す。これについては、前年の実績等を勘案し、計上しているところでございます。

次のページ、５８ページ、５９ページをお願いいたします。１７款１項１目基金繰入金

４億５，１８３万７，０００円、１億７，５０１万円の増額となってございます。ここに

つきましては、財政調整基金において前年に比べまして１億６，５００万円の増額として

いるところでございます。これにつきましては、収支でマイナスとなる部分をここで増額

し、調整を図ったところでございます。この目については以上でございます。

次、６０ページ、６１ページ、繰越金については特にございません。

次、６２ページ、６３ページお願いいたします。１９款１項１目から４項２目過年度収

入まで、特にございません。

３目雑入につきましては、６，６８４万７，０００円、９８万１，０００円の減額であ

りますけれども、主な要因といたしましては、めくっていただきまして６７ページの中ほ

どにあります寄宿舎賄い費収入において１１１万４，０００円の減額となっているところ

が大きな要因となってございます。この目については以上であります。

続きまして、６８ページ、６９ページをお願いいたします。２０款町債でありますけれ

ども、全体で２億２，５３０万円ということで、対前年７，５５０万円の減額となってお

りますけれども、内容につきましては副町長の概要説明のとおりでありますので、省略さ

せていただきます。
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以上、歳入について説明を終わらせていただきます。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

事項別明細書１０ページから質疑を受けます。事項別明細書１０ページ、１１ページに

ついて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２ページ、１３ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １４ページ、１５ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６ページ、１７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １８ページ、１９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２０ページ、２１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２２ページ、２３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２４ページ、２５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２６ページ、２７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２８ページ、２９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３０ページ、３１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３２ページ、３３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３４ページ、３５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３６ページ、３７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３８ページ、３９ページです。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４０ページ、４１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４２ページ、４３ページ、質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４４ページ、４５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４６ページ、４７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４８ページ、４９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ５０ページ、５１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ５２ページ、５３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ５４ページ、５５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ５６ページ、５７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ５８ページ、５９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ６０ページ、６１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ６２ページ、６３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ６４ページ、６５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ６６ページ、６７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ６８ページ、６９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７０ページ、７１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入全般について質疑を受けます。全般について質疑ありませ

んか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 質疑なしと認めます。

これをもって一般会計の質疑を終わらせていただきます。ご苦労さまでした。

◎延会の議決
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〇委員長（齋藤雅文君） それでは、まず皆様にお諮りをさせていただきます。

本日の委員会をこの程度にとどめ、延会としたいと思います。これに異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） したがいまして、本日はこれで延会することに決定いたしまし

た。

◎延会の宣告

〇委員長（齋藤雅文君） 本日の委員会を閉じさせていただきます。

大変ご苦労さまでした。

延会 午後 ２時５７分


